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桐生自然観察の森友の会の園内整備

桐生自然観察の森

　桐生自然観察の森は、平成元年４月１日に開園してか
ら、３月末で 30 年になります。
　全国に 10 か所しかない「自然観察の森」の一つで、
園内には、ネイチャーセンターや観察施設があるほか、
定期的に自然を体験する行事などを開催し、野鳥や昆虫
をはじめとした桐生の自然に触れ合うことができます。
　身近にある貴重な施設にぜひお出かけください。
　問い合わせは、自然観察の森（☎ 65 ‐ 6901）へ。

市民の皆さんに親しまれて30年

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
で

運
営

　
園
の
運
営
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
皆
さ
ん
の
協
力
で
成
り
立
っ
て

い
ま
す
。

 

「
桐
生
自
然
観
察
の
森
友
の

会
」
は
、
開
園
の
翌
年
に
結
成
さ

れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
、
園

内
整
備
や
行
事
、
生
物
調
査
な
ど

様
々
な
場
面
で
協
力
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
レ
ン

ジ
ャ
ー
も
現
在
50
人
の
登
録
が
あ

り
、
団
体
向
け
の
自
然
観
察
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
作
成
や
案
内
を
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

開
園
の
経
過

　
昭
和
50
年
代
、
急
速
に
市
街
化

が
進
む
な
か
「
桐
生
周
辺
の
植
物

を
守
る
場
所
と
セ
ン
タ
ー
機
能
を

持
っ
た
施
設
が
ほ
し
い
」
と
の
声

が
市
民
か
ら
あ
が
り
、
自
然
保
護

セ
ン
タ
ー
構
想
が
立
ち
上
が
り
ま

し
た
。
そ
の
構
想
を
実
現
す
る
た

め
に
国
の
「
自
然
観
察
の
森
」
事

業
を
活
用
し
て
整
備
し
た
施
設
が

桐
生
自
然
観
察
の
森
で
す
。

　
国
の
「
自
然
観
察
の
森
」
事
業

の
目
的
は
、
野
鳥
や
昆
虫
を
は
じ

め
身
近
な
自
然
と
ふ
れ
あ
え
る
場

所
を
整
備
し
、
自
然
観
察
な
ど
を

通
じ
た
自
然
保
護
教
育
推
進
の
拠

点
づ
く
り
で
す
。
昭
和
61
年
度
に

国
の
認
可
を
受
け
て
着
工
し
、
平

成
元
年
４
月
１
日
に
開
園
し
ま
し

た
。

園
内
の
概
要

・
広
い
園
内

　
場
所
は
、
吾
妻
山
西
側
の
川
内

町
二
丁
目
地
内
に
あ
り
、
広
さ
は

約
20
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
園
内
に
は
ネ

イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
や
野
鳥
観
察

の
た
め
の
観
察
舎
が
整
備
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
吾
妻
山
と
鳴
神

山
を
結
ぶ
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
に

も
近
く
、
園
内
を
通
る
関
東
ふ
れ

あ
い
の
道
で
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
園
内
の
林
は
、
主
に
ク
ヌ
ギ
や

コ
ナ
ラ
な
ど
の
雑
木
林
と
、
ス
ギ

や
ヒ
ノ
キ
の
植
林
地
で
、
い
わ
ゆ

る
里
山
と
い
わ
れ
る
環
境
で
す
。

　
ま
た
、
絶
滅
危
惧
種
「
カ
ッ
コ

ソ
ウ
」
の
移
植
地
が
あ
り
、
４
月

上
旬
に
は
美
し
い
花
を
間
近
に
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
観
察
の
た
め
の
園
路
が
巡
り
、

池
や
湿
地
も
あ
る
こ
と
か
ら
四
季

を
通
し
て
昆
虫
や
鳥
な
ど
の
動
物

や
植
物
の
生
き
生
き
と
し
た
姿
に

出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
園
内
の
情
報
が
詰
ま
っ
た
ネ
イ

チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー　

　
中
心
施
設
の
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン

タ
ー
に
は
、
生
き
物
の
標
本
や
園

内
の
自
然
情
報
板
、
そ
の
時
期
の

見
ど
こ
ろ
な
ど
を
展
示
し
た
展
示

コ
ー
ナ
ー
、
レ
ク
チ
ャ
ー
ル
ー
ム

が
あ
り
、
双
眼
鏡
の
貸
し
出
し
も

行
っ
て
い
ま
す
。
自
然
観
察
指
導

員
（
レ
ン
ジ
ャ
ー
）
も
常
駐
し
、 移植地のカッコソウ

来
園
者
の
案
内
や
情
報
提
供
を
行

っ
て
い
ま
す
。
事
前
に
申
し
込
み

の
あ
っ
た
団
体
に
は
、
年
齢
、
観

察
時
間
な
ど
の
希
望
に
あ
わ
せ
た

自
然
観
察
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
、

園
内
を
案
内
し
ま
す
。

新緑の園内

   2 月から 3 月に
よく見かけるルリビタキ
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様
々
な
行
事
を
開
催

　
開
園
時
か
ら
30
年
間
続
い
て
い

る
夏
休
み
の
「
こ
ど
も
自
然
教

室
」
の
ほ
か
、
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ

ン
グ
や
親
子
教
室
な
ど
、
年
間
に

60
ほ
ど
の
自
然
に
親
し
む
た
め
の

行
事
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
自
然
観
察
の
森
の
行
事
は
、
広

報
き
り
ゅ
う
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
案
内
し
て
い
ま
す
。
今
号
で
も

　

全
国
の
有
名
な
祭
り
が
東
京

ド
ー
ム
に
集
結
す
る
イ
ベ
ン
ト

「
ふ
る
さ
と
祭
り
東
京
」
に
、

群
馬
県
で
初
め
て
「
桐
生
八
木

節
ま
つ
り
」
が
選
ば
れ
、
１
月

11
日
に
出
演
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
桐
生
八
木
節
ま
つ

り
を
全
国
的
な
祭
り
に
し
て
い

こ
う
と
、
ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス

の
招
致
や
浅
草
、
日
光
で
の
八

木
節
上
演
な
ど
の
観
光
Ｐ
Ｒ
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
、
青
森
ね
ぶ
た
祭
や
沖

縄
エ
イ
サ
ー
ま
つ
り
な
ど
、
全

国
の
名
だ
た
る
祭
り
と
共
に

「
桐
生
八
木
節
ま
つ
り
」
を
紹

介
で
き
た
こ
と
は
、
全
国
的
な

祭
り
と
な
る
第
一
歩
と
感
じ
、

大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
も
市
民
の
皆
さ
ん

に
よ
っ
て
、
伝
統
あ
る
祭
り
が

大
切
に
継
承
さ
れ
て
い
る
結
果

だ
と
思
い
ま
す
。　

　

今
後
も
、
歴
史
と
伝
統
、
誇

り
高
い
文
化
を
も
つ
桐
生
市
の

魅
力
を
全
国
の
人
に
知
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

17
ペ
ー
ジ
で
２
つ
の
行
事
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。

貴
重
な
観
察
記
録

　
自
然
観
察
の
森
で
は
、
毎
日
、

園
内
の
生
物
調
査
を
し
て
い
ま
す
。

　
30
年
続
い
て
い
る
こ
の
調
査
結

果
は
、
細
か
な
情
報
が
積
み
重
な

っ
た
大
切
な
資
料
で
す
。

　
初
め
て
園
内
で
イ
ノ
シ
シ
が
確

認
さ
れ
た
日
や
カ
ワ
セ
ミ
が
何
を

餌
に
食
べ
た
か
、
今
で
は
ど
こ
で

も
鳴
い
て
い
る
ガ
ビ
チ
ョ
ウ
（
特

定
外
来
種
）
は
い
つ
入
っ
て
き
た

か
な
ど
、
園
内
の
詳
細
な
変
化
が

記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
調
査
結
果
と
気
象
記
録
を
連
動

さ
せ
る
こ
と
で
、
地
球
温
暖
化
に

自
然
観
察
の
森
友
の
会

木
暮
幸
弘
さ
ん

　
　
　
（
菱
町
二
丁
目
）

親子教室（エサ台作り・鳥観察）夏休みの「こども自然教室」

　植物学者の多田多恵
子さんを講師に迎え開
催します。
　多田さんは東京大学
大学院博士課程修了の
理学博士で、これまで
も桐生自然観察の森の
観察会で講師を務め、自然観察の魅力や面白さ
を熟知しています。また、NHKラジオ「子ど
も科学電話相談」の回答者も務めています。
期日＝３月17日（日）
時間＝午後１時30分から（午後１時開場）
場所＝市民文化会館小ホール
問い合わせ＝自然観察の森（☎65 ‐ 6901）

30 年にわたる生物調査のデータ

　園内整備や行事の手伝いなど仲間と楽しく
活動しています。会員の皆さんは、自然に対
して意識・関心が高く、とても刺激になりま
す。自然観察指導員としても活動しています
が、自然を見る子どもたちの目の輝きを見る
と、とてもうれしくなります。

未来につなげる活動を続けたい

よ
る
生
き
物
へ
の
影
響
な
ど
が
分

か
り
、
今
後
、
生
き
物
の
保
護
や

桐
生
の
自
然
史
を
振
り
返
る
と
き

に
役
立
つ
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

身
近
な
自
然
と
の

気
軽
な
触
れ
合
い

　
自
然
観
察
の
森
は
、
豊
か
な
里

山
環
境
を
健
全
な
状
態
で
維
持
す

る
自
然
保
護
の
場
で
あ
る
と
と
も

に
、
身
近
な
自
然
と
触
れ
合
え
る

場
で
す
。

　
多
く
の
人
に
桐
生
の
自
然
環
境

の
素
晴
ら
し
さ
を
知
っ
て
い
た
だ

け
る
施
設
と
し
て
今
後
も
運
営
し

て
い
き
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
来
園
を
森
の
生
き

物
た
ち
と
一
緒
に
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

桐生自然観察の森
開園 30年記念講演会

「五感で発見、自然のふしぎ」



会
大
ン
ソ
ラ
マ
堀
市
生
桐

員
部
楽
奏
吹
校
学
中
内
市
て
し
と

を
気
囲
雰
の
会
大
が
奏
演
同
合
の

覧
ご
ひ
ぜ
、
で
の
す
ま
げ
上
り
盛

。
い
さ
だ
く

時
８
前
午

55

　

時
８
前

55

　

り
あ
が
合
場
る
な
と
更
変
が
間
時

。
す
ま

　

援
応
の
ん
さ
皆
の
く
多
は
日
当

援
応
、
お
な
。
す
ま
し
い
願
お
を

だ
く
で
い
な
ら
入
に
路
走
は
際
の

4

。
い
さ
だ
く
意
注
ご
、
で
の
す
で
険

　

マ
堀
市
生
桐
、
は
せ
わ
合
い
問

ス
（
会
員
委
行
実
会
大
ン
ソ
ラ

。
へ
）
８
５
６
・
７
５
６

い
か
う
の
ス
バ
め
ひ
り
お

　

り
お
、
い
伴
に
限
制
通
交
両
車

、
り
な
に
休
運
部
一
は
ス
バ
め
ひ

い
か
う
も
線
路
る
通
を
域
区
限
制

ス
バ
、
は
く
し
詳
。
す
ま
し
行
運

　

携
連
域
広
、
は
せ
わ
合
い
問

当
担
進
推
携
連
域
広
室
進
推

、
は
た
ま
）
６
８
３
線
内
☎
（

社
会
式
株
車
動
自
日
朝
生
桐

☎
（

54

。
へ
）
０
２
４
２

～～

コース図と
交通制限

スタート
地点

観音橋

樹徳高校

社
神
渡
二

マラソンコース

９:00～11:00
車両通行止め

ハーフマラソン
折り返し地点

新川公園

10km
折り返し地点

８:30～12:00
車両通行止め

５km
折り返し地点
３km
折り返し地点
２.８km
折り返し地点
２km
折り返し地点

ゴール
地点

桐生郵便局

末広町通り

山手通り

桐生天満宮
群馬大学
中通り 天神町郵便局

コロンバス通り

生
桐

庫
金
用
信

店
支
町
本

生
桐
ス
ガ

ザ
ラ
プ

り
通
町
本

JR桐生駅

月
２

10

催
開
）
日
（
日

　

門
部
５
、
は
年
今

15

、
に
目
種

込
し
申
加
参
の
人
１
９
６
８
計
総

。
た
し
ま
り
あ
が
み

　

力
協
ご
に
制
規
通
交
の
日
当
。
す

。
す
ま
し
い
願
お
を

す
ま
い
行
を
式
会
開

　
10

式
会
開
で
園
公
川
新
、
ら
か
分

時間 種目
8:55 ハーフマラソン男女 21.0975km
9:00 小学生男女２km
9:10 一般男女・高校生男子 10km
9:15 中学生女子３km
9:25 中学生男子５km
10:10 一般男女・高校生女子５km
10:45 ファミリー 2.8km

スタート時間一覧

回
第
65

桐生市堀マラソン大会
写真コンテスト
応募方法＝２月15日（金）から25日
（月）まで（土・日曜日を除く）に、直
接桐生市堀マラソン大会実行委員会（市
役所４階スポーツ体育課内、☎内線
658）に提出してください。
　作品は未発表のもので、裏面に所定事
項を記入した応募票を添付してください。
応募票は、同実行委員会、市ホームペー
ジにあります。
題材＝第65回桐生市
堀マラソン大会
規格＝カラープリント
四つ切り
応募点数＝制限なし

会
大
ン
ソ
ラ
マ
堀
市
生
桐
回

第
65

期日 図書館 新里図書館

９日（土） 9：00～ 17：00
※新聞・雑誌コーナー利用不可 9：00～ 19：00

10日（日） 休館11日（祝）
12日（火） 9：00～ 17：00

図書館の開館日と開館時間の変更
　堀マラソン大会に伴い、下表のとおり変更になります。
　問い合わせは、図書館（☎47‐4341）へ。

広報きりゅう平成31年2月号
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第
35
回
桐
生
市
南
公
園

写
生
大
会

　
入
賞
者
に
は
賞
状
と
賞
品
を
進

呈
し
ま
す
。

　
全
作
品
を
３
月
23
日
（
土
）
か

ら
４
月
７
日
（
日
）
ま
で
桐
生
が

岡
遊
園
地
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
に
展

示
し
ま
す
。

応
募
期
間
＝
梅
ま
つ
り
期
間
中

対
象
＝
市
内
の
小
学
生
・
幼
稚
園

児
・
保
育
園
児
が
描
い
た
、
南
公

園
の
風
景
画
。
ク
レ
ヨ
ン
・
水
彩

な
ど
用
具
は
自
由
、
四
つ
切
画
用

紙
を
使
用
。
１
人
１
点
ま
で
。

応
募
方
法
＝
画
用
紙
の
裏
面
に
学

校
（
園
）
名
、
学
年
（
幼
稚
園
・

保
育
園
の
場
合
は
「
年
長
」
な

ど
）
、
組
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、

を
記
入
し
３
月
10
日
（
日
）
午
後

５
時
ま
で
に
直
接
、
南
公
園
管
理

事
務
所
へ
。

梅
ま
つ
り
茶
会
（
桐
生
茶
道

会
協
力
）

　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

期
日
＝
３
月
10
日
（
日
）
※
雨
天

の
場
合
は
中
止

時
間
＝
午
前
11
時
～
午
後
３
時
※

お
茶
菓
子
が
な
く
な
り
次
第
終
了

場
所
＝
芝
生
広
場
内
あ
ず
ま
や

費
用
＝
３
０
０
円
※
中
学
生
以
下

は
無
料

「
太
鼓
演
奏
」
（
桐
生
太
鼓

愛
好
会
「
鼓こ

ぶ舞
」
協
力
）

　
梅
林
の
見
頃
の
最
盛
期
に
合
わ

せ
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。

期
日
＝
３
月
10
日
（
日
）
※
雨
天

の
場
合
は
中
止

時
間
＝
午
前
11
時
30
分
か
ら

場
所
＝
芝
生
広
場

南
公
園
梅
ま
つ
り

２
月
９
日
（
土
）
～
３
月
10
日
（
日
）

　

６
４
５
本
の
紅
白
梅
が
開
花
す
る
南
公
園
で
梅
ま
つ
り
を
開

催
し
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、南
公
園
管
理
事
務
所（
☎
52
３
４
５
６
）へ
。

　市では、平成28年４月に景観計画を策定し、
景観形成に関わる取り組みを実施しています。
　多くの人に景観を意識し、考えていただく
機会とするため、桐生市藝術大使である画家
の山口晃さんを迎え、ご自身の作品などを通
して魅力ある景観についてお話いただきます。
　申し込みは、２月12日（火）から３月８日
（金）までに、電話（土・日曜日を除く）ま
たはＥメールで、都市計画課景観係（☎内線
788、toshikei@city.kiryu.lg.jp）へ。※Ｅメ
ールで申し込む場合、①お住まいの市町村名②氏名③電話番号を記載
期日＝３月16日（土）
時間＝午後２時から
場所＝中央公民館市民ホール
募集人数＝400人（先着順）
テーマ＝「桐生の審美的な位相に関する考察」

個展ポスター展
　景観講演会に先立ち、山口晃さんが過去に実施した個展など
のポスターを市役所で展示します。なお、講演会当日は、中央
公民館市民ホール前に展示します。
場所＝市役所２階市民サロン
期間＝２月12日（火）～３月15日（金）※土・日曜日を除く
時間＝午前８時30分～午後５時15分※３月15日は正午まで

桐生市藝
げ い じ ゅ つ

術大使「山口晃」景観講演会

山口晃さんの作品
作品名＝新東都名所　芝の大塔
制作年＝2014年
技法＝木版画
サイズ＝39.2×26.9cm
画像提供＝（株）ミヅマアートギャラリー

３月16日（土）午後２時～

写真提供＝（株）ミヅマ
アートギャラリー
撮影＝曽我部洋平

桐生市役所　　☎0277‐46‐1111



月額の保育料、おやつ代・教材費

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
事
業

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
事
業
は
、

仕
事
な
ど
の
た
め
保
護
者
が
昼
間

家
庭
に
い
な
い
小
学
生
を
対
象
に
、

小
学
校
の
余
裕
教
室
な
ど
を
利
用

し
て
、
適
切
な
遊
び
や
生
活
の
場

を
提
供
し
、
児
童
の
健
全
育
成
を

図
る
事
業
で
す
。
現
在
、
市
内
全

て
の
小
学
校
で
実
施
し
て
い
て
、

市
が
自
治
会
関
係
者
、
小
学
校
長
、

民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
有
識
者
、

保
護
者
の
代
表
な
ど
で
構
成
さ
れ

る
運
営
委
員
会
や
社
会
福
祉
協
議

会
に
委
託
し
、
市
の
委
託
料
と
保

護
者
か
ら
徴
収
す
る
保
育
料
な
ど

で
運
営
し
て
い
ま
す
。

申
し
込
み

対
象
児
童

　
小
学
校
１
年
生
か
ら
６
年
生
ま

で
※
平
成
31
年
度
に
小
学
校
に
在

籍
す
る
児
童

開
所
時
間

月
曜
日
～
金
曜
日
＝
放
課
後
～
午

後
７
時

土
曜
日
、
春
・
夏
・
冬
休
み
の
長

期
休
暇
、
休
校
日
な
ど
＝
午
前
７

時
30
分
～
午
後
７
時

閉
所
日

　
日
曜
日
、
祝
日
、
お
盆
、
年
末

年
始
な
ど
※
台
風
や
大
雪
な
ど
の

自
然
災
害
や
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

な
ど
に
よ
る
学
校
閉
鎖
の
場
合
も

閉
所
し
ま
す
。

利
用
形
態

　
次
の
１
、
２
、
３
の
い
ず
れ
か

を
保
護
者
が
選
択
。

１
．
通
年
で
毎
日
利
用

　
長
期
休
暇
な
ど
も
含
み
ま
す
。

２
．
長
期
休
暇
の
み
利
用

　
長
期
休
暇
の
み
の
利
用
は
、
各

ク
ラ
ブ
が
、
次
の
２
つ
の
受
け
入

れ
方
法
の
い
ず
れ
か
を
選
択
し
、

受
け
入
れ
ま
す
。

①
長
期
休
暇
の
該
当
す
る
月
の

初
日
か
ら
末
日
ま
で
受
け
入
れ

（
例
：
夏
休
み
は
７
月
１
日
か
ら

８
月
31
日
ま
で
）

②
終
業
式
の
日
か
ら
始
業
式
の
日

ま
で
受
け
入
れ

３
．
週
・
月
に
数
回
、
一
日
預
か

り
と
し
て
利
用

　
短
期
の
利
用
も
含
み
ま
す
。
な

お
、
各
ク
ラ
ブ
の
判
断
で
実
施
し

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
込
受
付

　
２
月
28
日
（
木
）
ま
で
に
、
入

所
申
込
書
な
ど
を
直
接
入
所
希
望

の
ク
ラ
ブ
へ
。
申
込
用
紙
は
、
市

役
所
１
階
の
子
育
て
支
援
課
、
各

ク
ラ
ブ
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ

り
ま
す
。

　
３
月
以
降
も
各
ク
ラ
ブ
で
入
所

申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
が
、

そ
の
場
合
は
、
入
所
児
童
が
加
入

す
る
傷
害
保
険
の
手
続
き
な
ど
に

時
間
を
要
す
る
た
め
、
４
月
１
日

か
ら
入
所
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

平
成
31
年
度

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
入
所
申
し
込
み

平
成
31
年
度
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
入
所
者
を
募
集
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
、
子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
係
（
☎
内
線
２
６
８
・
３
０
８
）
へ
。

区分 学年 保育料① おやつ代・教材費② 合計（①+②）

一般（１人目）
1～3年生 7,000円 2,000円 9,000円

4～6年生 6,000円 2,000円 8,000円

一般兄弟姉妹（２人目）
1～3年生 4,000円 2,000円 6,000円

4～6年生 2,000円 2,000円 4,000円

ひとり親家庭（１人目）
1～3年生 4,000円 2,000円 6,000円

4～6年生 2,000円 2,000円 4,000円

ひとり親家庭兄弟姉妹（２人目）
1～3年生 2,000円 2,000円 4,000円

4～6年生 1,000円 2,000円 3,000円

第３子以降 1～6年生 無料 2,000円 2,000円

※第３子以降の保育料無料化事業は、対象要件を満たしている場合にのみ適用されます。

月曜日から金曜日まで＝700円
土曜日・長期休暇・学校休校日など＝1,000円
　いずれもおやつ代・教材費込みです。ひとり親家庭の1人目・2人目、兄弟姉妹の2人目は半
額、第3子以降は保育料無料ですが、おやつ代・教材費として1日あたり100円を徴収します。

一日預かり保育料

66

放課後児童クラブの様子

平
成
31
年
度

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
入
所
申
し
込
み

広報きりゅう平成31年2月号



場所 クラブ名 電話番号
境野小 四ツ葉第 1・2クラブ 44‐0607
東小 若葉クラブ 47‐2663

相生小
あおぞらクラブ 53‐8953
えのきクラブ 52‐0079

天沼小 第1・2・3あまぬまクラブ 54‐6133
川内小 ニューたんぽぽクラブ 65‐5252
神明小 のびのび・のびっ子クラブ 53‐4116
広沢小 第1・2広沢なかよしクラブ 55‐1236
菱小 菱の実クラブ 47‐1003

南小 南小学校第 1・2放課後児
童クラブ 22‐7415

西小 かがやき放課後第 1・2ク
ラブ 47‐6654

桜木小 さくらクラブ 55‐0105
北小 北小っ子放課後クラブ 46‐2020
梅田南小 清流クラブ 20‐5017

新里東小 新里東小学校放課後児童ク
ラブ第 1・2クラブ 74‐6787

新里
中央小

新里中央小学校放課後児童
クラブ第 1・2クラブ 74‐6786

新里北小 新里北小学校放課後児童ク
ラブ 74‐6785

黒保根小 黒保根学童クラブ 96‐2201

長期休暇保育料

受入方法①長期休暇の該当する月
の初日から末日まで受け入れ

　月額の保育料、おやつ代・教材費に
次の額を加算して徴収します。
春休み（３・４月分）、冬休み（12・１月
分）＝加算額　月々1,000円
夏休み（７月分）＝加算額　2,000円
夏休み（８月分）＝加算額　3,000円

受入方法②終業式の日から始業式
の日まで受け入れ

　おやつ代・教材費込みとして、次の
保育料を徴収します。春休みと冬休み
にそれぞれ１か月のみ利用する場合は、
保育料の半額を徴収します。
春休み（３・４月分）、冬休み（12・１月
分）＝5,000円
夏休み（７・８月分）＝１万5,000円

　運営主体の判断により、受入方法①または
②のどちらかで実施します。

放課後児童クラブ一覧

77

　登録制度は、登録した人の希望に沿った勤務条件
と各クラブの雇用条件が合った場合に、市がそのク
ラブを紹介し、当該クラブにおいて面接などを行っ
たうえで勤務するものです。
　なお、登録すれば必ず雇用されるというものでは
ありません。人員補充の必要が生じた時は、登録者
の中から条件に合う人を優先的に紹介します。

▼登録制度

▼条件など

▼登録方法
　登録票を直接、Ｅメールまたはファクシミリで子
育て支援課（市役所１階、kosodate@city.kiryu.
lg.jp、ファクシミリ45‐2940）へ。登録票は、子
育て支援課、市ホームページにあります。

年齢要件＝65歳未満の人
勤務場所＝市内の放課後児童クラブ
勤務日＝月曜日から土曜日までの間で希望する日※
週１・２回程度の勤務も可
勤務時間＝月曜日から金曜日まで…午後２時から７
時までの間で希望する時間帯／土曜日・長期休暇な
ど…午前７時30分から午後７時までの間で希望す
る時間帯
賃金＝支援員…時給1,000円／補助員（高校生・大
学生などの学生）…時給900円
※昇給制度あり。一定の日数以上勤務した場合は、
勤務年数などに応じて賞与を支給。
保険＝勤務日数に関係なく労災保険に加入。勤務時
間によっては、雇用保険や社会保険にも加入。
年次有給休暇＝勤務時間や勤務日数に応じて付与
雇用契約＝運営委員会などの各クラブの運営主体と
雇用契約を締結

　放課後児童クラブでは、児童の
保育および安全確保、学習活動の
環境づくり、生活習慣を身に付け
る手助けなどを行う支援員・補助
員を募集しています。
　また、夏休みなどの長期休暇期
間のみ働ける人も募集しています。
　問い合わせは、子育て支援課子育て支援係（☎内
線268・308）へ。

放課後児童クラブ支援員・
補助員登録制度

募集

桐生市役所　　☎0277‐46‐1111



広報きりゅう平成31年２月号 8

活
動
内
容

　
未
来
創
生
塾
の
活
動
は
、
基
礎

編
と
応
用
編
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

　
基
礎
編
で
は
、
市
内
全
小
学
校

を
対
象
に
、
授
業
の
一
環
と
し
て

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
応
用
編
で
は
、
市
内
小
学
生
と

そ
の
保
護
者
か
ら
希
望
者
を
募
り
、

未
来
創
生
塾
メ
ン
バ
ー
と
し
て
活

動
し
て
い
ま
す
。
地
元
企
業
見
学

や
、
タ
ケ
ノ
コ
掘
り
体
験
、
清
流

読
書
な
ど
、
楽
し
み
な
が
ら
感
性

と
知
性
を
育
み
ま
す
。

　
未
来
創
生
塾
の
取
り
組
み
は
、

単
な
る
イ
ベ
ン
ト
で
は
な
く
、
年

間
を
通
し
て
次
の
９
項
目
に
従
っ

て
体
系
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
バ

ラ
ン
ス
良
く
組
ん
だ
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
す
。

●
歴
史
編
＝
桐
生
の
歴
史
に
触
れ
、

　
平
成
31
年
度
（
第
７
期
）
の

未
来
創
生
塾
生
を
募
集
し
ま
す
。

　
活
動
は
年
間
を
通
し
、
毎
月

１
回
程
度
、
休
日
に
行
い
ま
す
。

対
象
＝
市
内
小
学
生
と
そ
の
保

護
者

募
集
人
数
＝
親
子
30
組

申
し
込
み
＝
２
月
18
日
（
月
）

ま
で
に
、
申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
未
来
創
生

塾
事
務
局
へ
。
申
込
用
紙
お
よ

び
募
集
案
内
は
、
市
内
の
小
学

校
で
配
布
し
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
未
来
創
生

塾
事
務
局
（
桐
生
商
工
会
議
所

内
、
☎
45
１
２
０
１
）
へ
。

平成31年度 第７期生
年間スケジュール（予定）

第１回＝入塾式・ガイダンス
第２回＝わが街発見！（文化編）群大しだれ桜
を見る会参加／わが街体験！（工学編）群大生
と実験！　　　　　　　　　
第３回＝わが街発見！（歴史編）重要文化財
彦部家住宅、タケノコ掘り、草木染め
第４回＝わが街体験！（自然編・国際編）企業
共同企画 ゴミ拾い、稚魚放流、水生昆虫、低
炭素料理（タイ料理）
第５回＝わが街体験！（芸術編）色と光の世
界～視覚～
第６回＝わが街発見！（国際編）海外研修
（希望者のみ）
第７回＝わが街発見！（自然編）渓流ピストン
釣り
第８回＝わが街体験！（産業編）企業見学１
第９回＝わが街発見！（社会編）MAYUに乗っ
てジャンボパレード参加　　
第10回＝わが街体験！（自然編）清流読書
第11回＝わが街発見！（産業編）企業見学２
第12回＝わが街体験！（文化編）紫

ゆかり

・地場産
センター（民族衣装）見学、カード織り
第13回＝わが街発見！（国際編）陸上競技で
世界記録に挑戦！
第14回＝わが街発見！（文化編）伝統的お正
月門松つくり～彦部家住宅～
第15回＝わが街体験！（芸術編）音の世界
第16回＝わが街体験！（国際編）食事のマナ
ー教室（洋食）
第17回＝まとめ・パワーポイント技法を学ぶ
第18回＝まとめ・総合成果発表会　　
※年間を通して米作り「桐生のみらい米」の活
動を行っています。

産官学民で取り組む
新しい教育プログラム

未来 塾生創

平
成
31
年
度

未
来
創
生
塾
生
募
集

郷
土
の
魅
力
を
再
発
見
す
る

●
文
化
編
＝
桐
生
の
伝
統
文
化
に

触
れ
、
郷
土
の
心
を
認
識
す
る

●
産
業
編
＝
地
元
企
業
の
見
学
を

行
い
、
魅
力
あ
る
地
元
企
業
を
認

識
す
る

●
工
学
編
＝
実
験
や
工
作
な
ど
を

通
し
て
工
学
の
持
つ
魅
力
を
体
験

す
る

●
自
然
編
＝
桐
生
の
持
つ
資
源
を

活
用
し
、
感
性
を
育
む

●
芸
術
編
＝
染
色
、
絵
画
な
ど
を

通
し
て
、
未
来
社
会
に
必
要
な
感

性
を
育
む

●
国
際
編
＝
海
外
研
修
や
外
国
人

留
学
生
と
の
交
流
で
、
国
際
感
覚

を
身
に
つ
け
る

●
社
会
編
＝
桐
生
の
未
来
を
考
え
、

地
域
活
性
化
に
取
り
組
む

●
福
祉
編
＝
高
齢
者
と
の
ふ
れ
あ

い
に
よ
り
、高
齢
化
社
会
を
考
え
る

　未来創生塾は、群馬大学理工学部を核に、桐生市の産・官・
学・民が連携した特別教育プログラムで、現在第７期生を募集し
ています。子どもに発見の喜びと感動を与えて感性を育み、地元
に誇りを持ち、世界をリードする人材の育成と100年先の楽しい
未来社会の構築を視野に入れた取り組みです。
　問い合わせは、未来創生塾事務局（桐生商工会議所内、☎45
‐1201）または生涯学習課社会教育係（☎内線270）へ。

「清流読書」の様子



桐生市役所　　☎0277‐46‐11119

　　
第
71
回
桐
生
市
文
化
祭
の
開
催

に
あ
た
り
、
よ
り
多
く
の
市
民
の

皆
さ
ん
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
「
桐
生
市
文
化
祭
協
賛
事

業
」
を
募
集
し
ま
す
。

　
協
賛
事
業
と
し
て
認
め
ら
れ
た

事
業
に
つ
い
て
は
、
桐
生
市
文
化

祭
の
ち
ら
し
や
広
報
き
り
ゅ
う
な

ど
で
文
化
祭
と
同
様
の
Ｐ
Ｒ
を
行

い
ま
す
。

対
象
＝
市
内
を
主
な
拠
点
と
し
て

芸
術
文
化
活
動
を
行
っ
て
い
る
団

体
が
開
催
す
る
事
業
で
す
。
ま
た
、

桐
生
市
文
化
祭
開
催
の
趣
旨
に
賛

同
し
、
５
月
10
日
（
金
）
か
ら
６

月
９
日
（
日
）
ま
で
の
間
に
、
市

内
を
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
る
も

の
で
、
営
利
を
目
的
と
せ
ず
、
入

場
料
お
よ
び
物
品
販
売
な
ど
金
銭

授
受
の
な
い
事
業
で
す
。

申
し
込
み
＝
２
月
28
日
（
木
）
ま

で
に
、
直
接
市
役
所
４
階
の
生
涯

学
習
課
文
化
振
興
係
（
☎
内
線

６
８
２
）
へ
。

ル
以
内
。
篆て
ん
こ
く刻
は
30
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
×
39
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
内

▼
写
真
（
点
数
制
限
な
し
）

規
格
＝
半
切
マ
ッ
ト
パ
ネ
ル
仕
上

げ
。
デ
ジ
タ
ル
合
成
加
工
は
不
可
。

題
材
は
自
由
（
近
作
）

応
募
方
法

出
品
料
＝
１
部
門
１
５
０
０
円

応
募
方
法
＝
写
真
部
門
は
４
月
６

日
（
土
）
午
前
９
時
30
分
か
ら
11

時
30
分
ま
で
に
、
日
本
画
、
洋

画
、
書
道
の
３
部
門
は
４
月
７
日

（
日
）
午
前
10
時
か
ら
11
時
30
分

ま
で
に
、
市
民
文
化
会
館
展
示
室

へ
作
品
と
出
品
料
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

審
査
会
＝
写
真
部
門
は
４
月
６
日

（
土
）
午
後
１
時
30
分
か
ら
、
日

本
画
、
洋
画
、
書
道
の
３
部
門
は

４
月
７
日
（
日
）
午
後
０
時
30
分

か
ら
、
市
民
文
化
会
館
展
示
室
で

公
開
審
査
を
行
い
、
入
選
作
品
を

決
定
し
ま
す
。

種
類
＝
陶
、
染
、
織
、
木
、
竹
、

人
形
、
刺
し
ゅ
う
、
七し
っ
ぽ
う宝
、
刀
剣
、

ガ
ラ
ス
な
ど
の
工
芸
作
品
。

出
品
料
＝
１
点
５
０
０
円

応
募
方
法
＝
５
月
16
日
（
木
）
午

前
10
時
か
ら
午
後
１
時
30
分
ま
で

に
、
市
民
文
化
会
館
ス
カ
イ
ホ
ー

ル
Ｂ
へ
作
品
と
出
品
料
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。
な
お
、
出
品
点
数
に

制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
対
象
は
日
本
画
、
洋
画
、
書
道
、

写
真
で
す
。
各
規
格
は
次
の
と
お

り
で
す
。

▼
日
本
画
（
１
人
２
点
以
内
）

規
格
＝
６
号
以
上
。
額
縁
に
入
れ

る
。

▼
洋
画
（
１
人
２
点
以
内
）

規
格
＝
油
彩
、
水
彩
、
パ
ス
テ
ル
、

デ
ッ
サ
ン
、
版
画
、
彫
刻
な
ど
で

大
き
さ
は
自
由

▼
書
道
（
１
人
２
点
以
内
）

規
格
＝
額
装
か
軸
装
。
大
き
さ
は

小し
ょ
う
が
せ
ん
は
ん
せ
つ

画
仙
半
切
35
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

×
１
３
５
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上

で
、
横
１
８
０
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

以
内
、
縦
２
２
５
セ
ン
チ
メ
ー
ト

　

５
月
10
日
（
金
）
か
ら
６

月
９
日
（
日
）
ま
で
、
市

民
文
化
会
館
な
ど
を
会
場

に
、
展
示
や
舞
台
な
ど

様
々
な
行
事
を
開
催
し
ま

す
。

　

こ
の
文
化
祭
で
展
示
す

る
日
本
画
、
洋
画
、
書
道
、

写
真
の
市
展
四
部
門
と
工

芸
部
門
に
つ
い
て
作
品
を

募
集
し
ま
す
。

　

各
部
門
の
募
集
要
項
は
、

市
役
所
４
階
の
生
涯
学
習

課
と
各
公
民
館
に
あ
り
ま

す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
生
涯

学
習
課
文
化
振
興
係
（
☎

内
線
６
８
２
）
へ
。

 

市
展
四
部
門

 

協
賛
事
業
の
募
集

 

工
芸
展

第
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回
桐
生
市
文
化
祭

作
品
・
協
賛
事
業
を
募
集
し
ま
す

日本画展

書道展

写真展

洋画展
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桐
生
税
務
署
で
は
、
所
得
税
及

び
復
興
特
別
所
得
税
、
個
人
事
業

者
の
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
、

贈
与
税
の
申
告
の
た
め
の
確
定
申

告
会
場
を
設
置
し
ま
す
。

　
会
場
は
大
変
混
雑
す
る
た
め
、

長
時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
場
合
や

受
け
付
け
を
早
め
に
締
め
切
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
申
告
書
の
作
成

に
は
時
間
を
要
し
ま
す
の
で
、
な

る
べ
く
午
後
３
時
ま
で
に
来
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
相
談
が
午
後
５

時
を
過
ぎ
る
場
合
は
、
再
度
来
て

い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
桐
生
税
務
署

（
自
動
音
声
案
内
☎
22
３
１
２
１
）

へ
。

期
間
＝
２
月
18
日（
月
）～
３
月
15

日（
金
）※
土・日
曜
日
を
除
く

時
間
＝
午
前
８
時
30
分
～
午
後
４

時
※
相
談
開
始
は
午
前
９
時
か
ら

場
所
＝
桐
生
税
務
署
４
階
会
議
室

e

イ
ー
タ
ッ
ク
ス

‐Tax

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

（http://w
w
w
.nta.go.jp

）

を
利
用
し
て
、
自
宅
な
ど
の
パ
ソ

コ
ン
で
確
定
申
告
書
が
作
成
で
き

ま
す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
型
端
末
に
も
対
応
し
て
い

ま
す
。
な
お
、e

‐T
ax

の
利
用

に
つ
い
て
は
、
事
前
準
備
が
必
要

で
す
。

　
詳
し
い
利
用
方
法
な
ど
は
、
国

税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://
w
w
w
.nta.go.jp

）
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

所
得
税
、
個
人
消
費
税
な
ど
の

申
告
と
相
談

市
民
税
・
県
民
税
の
申
告
と
相
談

ご注意ください
「上場株式に係る
　配当所得等の申告」

税
に
関
す
る
無
料
相
談

　
平
成
30
年
分
の
市
民
税
・
県
民

税
の
申
告
と
相
談
は
、
２
月
18
日

（
月
）
か
ら
３
月
15
日
（
金
）
ま

で
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）
受
け

付
け
ま
す
。

　
会
場
や
日
程
、
受
付
時
間
な
ど

は
広
報
き
り
ゅ
う
１
月
号
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

申
告
時
の
お
願
い

　
会
場
は
大
変
混
み
合
い
ま
す
の

で
、
事
前
に
以
下
の
準
備
を
お
願

し
ま
す
。

　

２
月
23
日
の
「
税
理
士
記
念

日
」
に
合
わ
せ
て
、
所
得
税
の
還

付
申
告
に
関
す
る
相
談
と
各
種
の

税
に
関
す
る
相
談
を
行
い
ま
す
。

た
だ
し
、
申
告
書
の
作
成
な
ど
有

料
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

期
日
・
相
談
内
容

２
月
15
日
（
金
）
…
給
与
や
年
金

な
ど
の
所
得
税
の
還
付
申
告
に
関

す
る
相
談

２
月
25
日
（
月
）
…
各
種
の
税
に

関
す
る
相
談

時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
所
＝
市
内
の
各
税
理
士
事
務
所

　「特定配当等所得及び特定株式等譲渡所得金額に係
る所得」（特定配当所得等）について、所得税と市民
税・県民税（市・県民税）で異なる課税方式を選択す
ることができます。
　異なる課税方式を選択する場合、納税通知書の送達
日までに所得税の確定申告書とは別に市・県民税申告
書を提出する必要があります。特定口座年間取引報告
書などの写しを合わせてご提出ください。
　平成31年度市・県民税納税通知書送達日は、特別
徴収（給与から差し引き）が５月中旬、普通徴収（自
分で納付する）が６月中旬を予定していますが、なる
べく平成30年分の市・県民税申告期間内の申告にご
協力ください。
　また、市・県民税の納税通知書送達後に特定配当所
得等に関する確定申告書や上場株式等に係る譲渡損失
に関する確定申告書を提出した場合、市・県民税の税
額算定に算入できません。複数口座の損益通算や翌年
以降への繰越損失などが認められませんのでご注意く
ださい。
　問い合わせは、税務課市民税担当（☎内線226～
228）へ。

・
医
療
費
控
除
の
明
細
書
、
セ
ル

フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
の
明

細
書
の
記
入

・
収
支
内
訳
書
の
記
入

・
所
得
税
の
還
付
申
告
を
受
け
る

場
合
は
、
給
与
や
年
金
の
源
泉
徴

収
票
の
原
本
を
お
預
か
り
す
る
た

め
、
必
要
に
応
じ
て
源
泉
徴
収
票

な
ど
を
コ
ピ
ー
し
て
お
い
て
く
だ

さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
税
務
課
市

民
税
担
当
（
☎
内
線
２
２
６
～

２
２
８
）
へ
。

申
し
込
み
＝
電
話
で
各
税
理
士
事

務
所
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
関
東
信

越
税
理
士
会
桐
生
支
部
（
☎

52
２
６
７
７
）
へ
。

キノピー

所
得
税
、
個
人
消
費
税
な
ど
の

申
告
と
相
談

市
民
税
・
県
民
税
の
申
告
と
相
談

税
に
関
す
る
無
料
相
談
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全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
に
よ
る

全
国
一
斉
情
報
伝
達
試
験

軽
自
動
車
や
バ
イ
ク
な
ど
の

廃
車
や
所
有
者
変
更
は

３
月
中
に
手
続
き
を

　
軽
自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
現

在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
軽
自
動
車
や
バ
イ
ク
な
ど
を
他

の
人
に
譲
っ
た
り
、
廃
車
に
し

た
り
す
る
場
合
は
、
３
月
29
日

（
金
）
ま
で
に
所
有
者
の
変
更
や

廃
車
の
手
続
き
を
済
ま
せ
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。　

　
廃
車
な
ど
の
手
続
き
は
、
次
の

場
所
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
税
務
課
諸
税

担
当（
☎
内
線
２
２
３・
２
２
４
）

へ
。

手
続
き
場
所

●
原
動
機
付
自
転
車
（
１
２
５
ｃ

ｃ
以
下
）
・
小
型
特
殊
自
動
車

　
税
務
課
諸
税
担
当
（
市
役
所
１

階
、
☎
内
線
２
２
３
・
２
２
４
）
、

新
里
支
所
市
民
生
活
課
（
☎

74
２
２
１
２
）
、
黒
保
根
支
所
市

民
生
活
課
（
☎
96
２
１
１
１
）

●
軽
自
動
二
輪
車
（
１
２
５
ｃ
ｃ

超
２
５
０
ｃ
ｃ
以
下
）

　

群
馬
県
自
動
車
整
備
振
興
会

（
前
橋
市
上
泉
町
、
☎
０
２
７
‐

２
６
１
‐
０
２
７
４
）

●
二
輪
小
型
自
動
車
（
２
５
０
ｃ

ｃ
超
）

　

関
東
運
輸
局
群
馬
運
輸
支
局

（
前
橋
市
上
泉
町
、
☎
０
５
０
‐

５
５
４
０
‐
２
０
２
１
）

●
軽
四
輪
自
動
車

　
軽
自
動
車
検
査
協
会
群
馬
事
務

所
（
前
橋
市
野
中
町
、
☎
０
５
０

‐
３
８
１
６
‐
３
１
０
９
）
※
２

月
12
日
（
火
）
か
ら
前
橋
市
五
代

町
へ
移
転
し
ま
す
。

　日本の防災教育の第一
人者であり、桐生市防災
アドバイザーの東京大学
大学院情報学環片田敏孝
特任教授による防災講演
です。
　「荒ぶる豪雨災害に向
かい合い、今、地域がな
すべきこと」と題し、近
年の災害の傾向や地域防災のあり方、大災害に対
する心構えなどについて学びます。
期日＝２月25日（月）
時間＝午後６時30分から８時
場所＝市民文化会館小ホール
　問い合わせは、安全安心課防災係（☎内線
462）へ。

東京大学大学院
片田敏孝特任教授

　
国
が
行
う
全
国
一
斉
情
報
伝
達

試
験
に
合
わ
せ
て
、
防
災
行
政
無

線
（
新
里
・
黒
保
根
町
）
と
緊
急

告
知
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
（
防
災
ラ
ジ

オ
）
を
連
動
さ
せ
て
、
自
動
起
動

放
送
に
よ
る
情
報
伝
達
試
験
を
行

い
ま
す
。

　
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
は
、
大
雨
や
地
震
、

弾
道
ミ
サ
イ
ル
情
報
な
ど
の
緊
急

情
報
を
国
が
送
信
す
る
シ
ス
テ
ム

で
、
市
町
村
の
防
災
行
政
無
線
や

防
災
ラ
ジ
オ
の
ほ
か
、
携
帯
電
話

会
社
に
よ
る
緊
急
速
報
メ
ー
ル

（
エ
リ
ア
メ
ー
ル
）
な
ど
が
連
動

し
て
瞬
時
に
情
報
を
伝
達
し
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
安
全
安
心
課

防
災
係
（
☎
内
線
４
１
５
）
へ
。

情
報
伝
達
試
験

期
日
＝
２
月
20
日
（
水
）

時
間
＝
午
前
11
時
か
ら

放
送
内
容

●
新
里
・
黒
保
根
町
の
防
災
行
政

無
線

「
こ
ち
ら
は
、
ぼ
う
さ
い　
に
い

さ
と
（
く
ろ
ほ
ね
）
で
す
。
」

「
こ
れ
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス

ト
で
す
。
」
（
３
回
繰
り
返
し
）

●
防
災
ラ
ジ
オ

「
こ
れ
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス

ト
で
す
。
」
（
３
回
繰
り
返
し
）

緊
急
告
知
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ

（
防
災
ラ
ジ
オ
）

　
市
役
所
３
階
の
安
全
安
心
課
な

ど
で
、
１
台
１
０
０
０
円
で
配
布

し
て
い
ま
す
。
防
災
ラ
ジ
オ
は
、

電
源
が
入
っ
て
い
な
い
状
態
で
も

緊
急
放
送
の
信
号
を
受
信
し
て
、

自
動
的
に
最
大
音
量
で
情
報
を
流

し
た
後
に
電
源
が
切
れ
ま
す
。
緊

急
放
送
が
終
了
し
て
も
ラ
ジ
オ
が

止
ま
ら
な
い
場
合
は
、
一
度
、
ス

イ
ッ
チ
を
入
れ
て
か
ら
電
源
を
切

る
と
止
ま
り
ま
す
。

防災講演会
　　２月25日（月）

軽
自
動
車
や
バ
イ
ク
な
ど
の

廃
車
や
所
有
者
変
更
は

３
月
中
に
手
続
き
を

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
に
よ
る

全
国
一
斉
情
報
伝
達
試
験
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４
月
か
ら
入
院
時
食
事
療
養
費

標
準
負
担
額（
入
院
時
の
食
事
代
）

が
福
祉
医
療
制
度
の
対
象
外
と
な

り
、
自
己
負
担
が
発
生
し
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
の
は
心
身
障
害

者
・
高
齢
重
度
障
害
者
の
受
給
者

証
を
持
っ
て
い
る（
受
給
者
番
号

が「
０
」ま
た
は「
７
」で
始
ま
る
）

人
で
、
該
当
す
る
人
に
は
す
で
に

通
知
が
送
付
済
み
で
す
。

　
住
民
税
非
課
税
世
帯
な
ど
に
交

付
さ
れ
る「
減
額
認
定
証
」を
受
診

時
に
保
険
医
療
機
関
の
窓
口
に
提

示
し
た
人
は
、
従
来
ど
お
り
助

成
対
象
と
な
り
ま
す
。「
減
額
認

定
証
」の
交
付
に
つ
き
ま
し
て
は
、

加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
者
へ
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
医
療
費
部
分
は
こ
れ
ま

で
ど
お
り
助
成
さ
れ
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
医
療
保
険
課

医
療
助
成
係（
☎
内
線
２
７
２
・

２
６
０
）へ
。

　ジェネリック医薬品とは、新薬の特許期間終了後に
新薬と品質、有効性、安全性が同等であるとして厚生
労働大臣が製造販売の承認を行っている医薬品です。
　新薬からジェネリック医薬品に切り替えることで、
負担する薬代（自己負担額）を安くすることができ、医
療保険者（市など）が負担する薬代も節約できるため、
医療費財源の有効活用につながります。
　なお、桐生市国民健康保険では、被保険者のうちジ
ェネリック医薬品を使うことで一定額以上の薬代が節
約できる人に通知を送付しています。
　問い合わせは、医療保険課国保係（☎内線258）へ。

○注意点
　
　ジェネリック医薬品に切り替える際は、次の点に注
意してください。
・薬によっては新薬しかない場合があります。
・複数の薬を服用している時は、薬の組み合わせが変
わる場合があります。
・保険医療機関内で薬の処方を受けている人がジェネ
リック医薬品を希望すると、薬局での院外処方に変わ
ることがあります。この場合、薬代は安くなっても技
術料や管理料などが高くなり、かえって支払いが増え
てしまうことがあります。

○ジェネリック医薬品希望カード

　ジェネリック医薬品の使用を希望する場合は、かか
りつけの医師や薬剤師に相談してください。相談しづ
らい場合などには「ジェネリック医薬品希望カード」を
利用してください。
　希望カードは、市役所１階の医療保険課、新里・黒
保根支所市民生活課のほか、市ホームページにもあり
ます。

▼
納
付
方
法

　
次
の
①
か
ら
④
ま
で
の
方
法
か

ら
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
納
付
書
に
よ
る
現
金
納
付

　
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
な
ど
で
納
付
し
ま
す
。

②
口
座
振
替

　
指
定
し
た
口
座
か
ら
翌
月
末
に

引
き
落
と
さ
れ
ま
す
。
当
月
分
保

険
料
を
当
月
末
に
引
き
落
と
す
こ

と
に
よ
り
月
50
円
割
引
さ
れ
る
早

お
得
に
、
便
利
に

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

ジェネリック医薬品を
ご使用ください

割
制
度
も
あ
り
ま
す
。

③
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付

④
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
、
Ａ
Ｔ
Ｍ

を
利
用
し
た
電
子
納
付
※
各
金
融

機
関
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
前
納
で
保
険
料
が
割
引
に

　
国
民
年
金
に
は
、
一
括
し
て
保

険
料
を
納
め
る
と
割
引
に
な
る

「
前
納
制
度
」が
あ
り
ま
す
。
現
金

納
付
、
口
座
振
替
ま
た
は
ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
で
２
年
・
１

年
・
６
か
月
分
を
前
納
で
き
、
２

年
前
納
で
は
２
年
間
で
１
万
５
０

０
０
円
程
度
が
割
引
に
な
り
ま
す
。

口
座
振
替
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

払
い
で
保
険
料
の
前
納
を
希
望
す

る
人
は
、
２
月
28
日（
木
）ま
で

に
、
金
融
機
関
、
桐
生
年
金
事
務

所
、
市
役
所
１
階
の
市
民
課
、
新

里
・
黒
保
根
支
所
市
民
生
活
課
で

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の
＝
①
預
貯

金
通
帳
と
そ
の
届
け
出
印
ま
た
は

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
希
望
の

場
合
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
②
基

礎
年
金
番
号
が
分
か
る
も
の（
年

金
手
帳
、
国
民
年
金
保
険
料
納
付

書
な
ど
）

　
問
い
合
わ
せ
は
、
桐
生
年
金
事

務
所（
☎
44
２
３
１
１
）ま
た
は
市

民
課
年
金
係（
☎
内
線
２
７
３
）へ
。

心
身
障
害
者
・
高
齢
重
度
障
害
者

福
祉
医
療
制
度
の
入
院
時
食
事
療
養
費
助
成
が

変
わ
り
ま
す



13 桐生市役所　　☎0277‐46‐1111

　県議会議員選挙は４月７日（日）、市長・市議会議員
選挙は４月21日（日）です。
　投票方法などは、広報きりゅう３月号でお知らせし
ます。

▼立候補予定者説明会　
　市長選挙、市議会議員選挙に立候補するための届出
や手続きなどを説明します。立候補予定者またはその
関係者は出席してください。※出席人数は立候補予定
者１人につき３人以内
期日＝３月11日（月）
時間＝午後１時30分から
場所＝市民文化会館小ホール
　問い合わせは、選挙管理員会選挙担当（☎内線539）へ。

統一地方選挙

▼第34回桐生広域物産まつり

　桐生地域の各種物産品および親善都市である茨城県
日立市、徳島県鳴門市の物産品・山海の特産物を展示
即売します。また、今年は八ッ橋やますのすしなどの
全国特産品を特別販売します。大抽せん会などの催し
もあります。
時間＝午前10時～午後４時
場所＝市民文化会館スカイホール、屋外広場
　問い合わせは、観光交流課観光・物産係（☎内線
366）へ。

▼第57回桐生市特産物展示会　
　市内で生産されている花、野菜などの特産品を展示
即売、新鮮野菜などを直売します。
時間＝午前10時～午後４時※売り切れ次第終了
場所＝市民文化会館第１・第２会議研修室
　問い合わせは、農業振興課農業振興係（☎内線840）
へ。

２月16日（土）・17日（日）同時開催

第 34 回桐生広域物産まつり・

第57回桐生市特産物展示会

　
新
わ
た
ら
せ
健
診
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
・
各
種
検
診
受
診
券
な
ど

成
人
検
診
業
務
に
係
る
専
用
封
筒

に
掲
載
す
る
有
料
広
告
を
募
集
し

ま
す
。

掲
載
規
格
＝
１
枠
縦
４
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
×
横
９
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

黒
１
色
で
封
筒
裏
面
に
掲
載

掲
載
枠
数
・
掲
載
料
＝
２
枠
／
１

枠
17
万
７
２
０
０
円

封
筒
の
規
格
・
作
成
枚
数
＝
窓
あ

き
長
形
３
号（
１
２
０
ミ
リ
メ
ー

ト
ル
×
２
３
５
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
）

／
９
万
４
０
０
０
枚

使
用
期
間
＝
５
月
か
ら
在
庫
が
な

く
な
る
ま
で
の
お
お
む
ね
１
年
間

申
し
込
み
＝
２
月
７
日（
木
）か
ら

28
日（
木
）ま
で
に
、
申
込
書
を
直

接
保
健
福
祉
会
館（
末
広
町
）内
の

健
康
づ
く
り
課
へ
。
広
告
掲
載
基

準
、
掲
載
の
順
位
な
ど
は
、
桐
生

市
公
用
封
筒
広
告
掲
載
要
綱
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
用
紙
と

桐
生
市
公
用
封
筒
広
告
掲
載
要
綱

は
、
同
課
の
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
健
康
づ
く
り

課
成
人
保
健
係（
☎
47
１
１
５
２
）

へ
。

キノピー

健
康
づ
く
り
課
専
用
封
筒
に
掲
載
す
る

有
料
広
告
募
集

小
規
模
修
繕
工
事
希
望
者
登
録

定
期
申
請
受
け
付
け
を
開
始

　
市
が
発
注
す
る
契
約
金
額
が
50

万
円
以
下
の
建
築
、
土
木
、
設
備

関
係
の
工
事
・
修
繕
を
請
け
負
う

希
望
者
の
登
録
申
請
を
受
け
付
け

ま
す
。

登
録
有
効
期
間
＝
４
月
～
平
成

33
年
３
月
31
日（
平
成
31
・
32
年

度
）

対
象
＝
桐
生
市
の
建
設
工
事
競

争
入
札
参
加
資
格
の
認
定
を
受

け
て
い
な
い
業
者

申
し
込
み
＝
２
月
15
日（
金
）か

ら
３
月
15
日（
金
）ま
で
に
、
申
請

書
を
直
接
市
役
所
３
階
の
契
約
検

査
課
へ
。
※
郵
送
不
可
。
申
請
用

紙
は
、
同
課
の
ほ
か
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。
な
お
、
４
月

か
ら
は
、
追
加
で
随
時
受
け
付
け

ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
契
約
検
査

課
契
約
担
当（
☎
内
線
５
４
９
）

へ
。
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情報
ひろば

情報
ひろば

※本紙面上、費用の記載が
無いものは無料、申込方法
の記載が無いものは申し込
みは要りません。

市役所・支所業務時間
時間＝午前8時30分～午
後5時15分
休業日＝土、日、祝日
（振替休日）、年末年始
※市役所の住民基本台帳・
戸籍業務と税証明交付コー
ナーは午後６時30分まで
※市役所パスポート窓口は
午前9時から午後4時30分まで

日曜窓口（住民基本台帳・
戸籍に関する業務）
▶市役所
期日＝2月3日・17日、3月
3日
時間＝午前9時～午後4時

▶新里支所、境野・広沢・梅
田・相生・川内・菱公民館
期日＝2月3日、3月3日

（2月17日は実施しません）
時間＝午前9時～午後4時

市政に対するご意見を
お寄せください
　 投 書 箱（ 市 役 所 １ 階、
両支所）、郵送、ファク
シ ミ リ（43‐1001）ま た
は市ホームページからお
寄せいただけます。
問い合わせ＝広報課（☎
内線505）

お
知
ら
せ

　

傍
聴
で
き
ま
す

　

教
育
委
員
会
定
例
会

期
日
＝
２
月
５
日（
火
）、
3
月
4

日（
月
）

時
間
＝
午
後
２
時
か
ら
※
午
後
１

時
30
分
か
ら
１
時
45
分
ま
で
教
育

委
員
会
総
務
課
で
受
け
付
け

場
所
＝
特
別
会
議
室（
市
役
所
３
階
）

募
集
人
数
＝
５
人（
先
着
順
）

問
い
合
わ
せ
＝
教
育
委
員
会
総
務

課（
☎
内
線
６
５
４
）

　

国
民
健
康
保
険
「
健
康
ポ
ス

　

タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」
作
品
展
示

　
市
内
小
・
中
学
生
に
よ
る
92
作

品
を
展
示
し
ま
す
。

期
日
＝
２
月
18
日（
月
）
～
21
日

（
木
）

時
間
＝
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分
※
21
日
は
午
後
３
時
ま
で

場
所
＝
市
役
所
玄
関
ロ
ビ
ー

問
い
合
わ
せ
＝
医
療
保
険
課（
☎

内
線
２
５
６
）

　

男
女
共
同
参
画
情
報
紙

　
「
は
じ
め
よ
う
」　

号
を
発
行

　

今
回
の
テ
ー
マ
は「
女
性
議
員

が
少
な
い
こ
と
に
つ
い
て
ど
う
考

え
て
い
る
か
」で
す
。
情
報
紙
は

各
公
民
館
な
ど
に
あ
る
ほ
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
市
民
生
活
課（
☎

内
線
３
１
７
）

　

農
作
物
残
さ

　

適
正
処
理
費
用
を
助
成

　
販
売
用
野
菜
の
収
穫
後
の
農
作

物
残
さ
を
清
掃
セ
ン
タ
ー
に
搬
入

し
、
適
正
に
処
理
さ
れ
た
場
合
に

処
理
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
＝
平
成
30
年
９
月
か
ら
１
月

ま
で
に
処
理
を
し
た
人

申
し
込
み
＝
２
月
28
日（
木
）ま
で

に
、
新
田
み
ど
り
農
業
協
同
組
合

新
里
営
農
セ
ン
タ
ー(

☎
74
２
７

７
７)

へ
。

問
い
合
わ
せ
＝
農
業
振
興
課(

☎

内
線
８
４
０)

　

福
祉
シ
ョ
ッ
プ

　
市
内
の
障
害
者
施
設
で
作
ら
れ

た
パ
ン
、
野
菜
、
鉢
花
な
ど
を
販

売
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
福
祉
課（
☎
内
線

２
８
２
）

▼
市
役
所
玄
関
ロ
ビ
ー

期
日
＝
２
月
14
日（
木
）・28
日（
木
）

時
間
＝
午
前
11
時
～
午
後
１
時
30
分

▼
新
里
総
合
セ
ン
タ
ー
１
階

期
日
＝
３
月
７
日（
木
）

時
間
＝
午
前
11
時
～
午
後
１
時
30
分

　

４
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
献
血
に

　

ご
協
力
を

期
日
＝
２
月
22
日（
金
）

時
間
＝
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

場
所
＝
市
役
所
１
階
玄
関
ロ
ビ
ー

問
い
合
わ
せ
＝
福
祉
課（
☎
内
線

２
７
１
）

　

災
害
情
報
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

　
火
災
な
ど
の
災
害
が
発
生
し
た

際
、
災
害
情
報
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ

ス（
☎
自
動
音
声
０
１
８
０
‐
９

９
‐
２
２
３
３
）で
出
火
場
所
な

ど
の
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
消
防
本
部
通
信
指

令
課（
☎
47
１
７
０
０
）

　

桐
生
市
ご
み
と
再
生
資
源
の

　

収
集
カ
レ
ン
ダ
ー

　
平
成
31
年
度
の
ご
み
と
再
生
資

源
の
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
を
広
報
き

り
ゅ
う
３
月
号
と
一
緒
に
配
布
し

ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
３

月
下
旬
に
掲
載
し
ま
す
。

　

な
お
、
外
国
語
版（
英
語
、
中

国
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
）は
、
桐
生

市
国
際
交
流
協
会（
市
役
所
２
階
、

☎
内
線
５
３
７
）で
３
月
下
旬
か

ら
配
布
す
る
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
清
掃
セ
ン
タ
ー

（
☎
74
１
０
１
４
）

　今年度の全国統一防火標語は「忘れてな
い？サイフにスマホに火の確認」です。
　期間中は次の①から④までの活動を行い
ます。
①事業所の査察や火災予防の広報を実施
②消防団や婦人消防隊による各家庭への火
災予防の呼び掛け
③マーケットシティ桐生における啓発イベ
ントの実施
④火災予防のためのサイレン※午前７時と
午後７時。黒保根町のみ
問い合わせ＝消防本部予防課指導係（☎47
‐ 1703）

平成 31年
春季全国火災予防運動
3月 1日（金）～ 7日（木）
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催
し

お
知
ら
せ

募
集

ス
ポ
ー
ツ

講
座
・
講
演

広
告

桐生市役所　　☎0277‐46‐1111

　子どもに対する身体的虐待、心理的虐待、
育児放棄、性的虐待など、虐待かもと思っ
たら児童相談所全国共通ダイヤル（☎ 189）
または子育て支援課子育て相談係（☎ 43 ‐
2000）に通告、相談をしてください。

虐待かも…と思ったら
☎１８９（いち・はや・く）

　

桐
生
特
別
支
援
学
校
・
特
別

　

支
援
学
級
学
習
発
表
会

　
県
立
桐
生
特
別
支
援
学
校
と
市

立
小
・
中
学
校
特
別
支
援
学
級
が

合
同
で
学
習
発
表
会
を
行
い
ま
す
。

場
所
＝
市
民
文
化
会
館（
作
品
展

示
の
部
と
販
売
学
習
は
展
示
室
、

ス
テ
ー
ジ
発
表
の
部
は
小
ホ
ー
ル
）

問
い
合
わ
せ
＝
桐
生
特
別
支
援
学

校（
☎
22
０
０
１
１
）

▼
２
月
15
日（
金
）

①
作
品
展
示
の
部
…
午
前
９
時
15

分
～
午
後
４
時
②
ス
テ
ー
ジ
発
表

の
部
…
午
前
10
時
～
午
後
０
時
15

分
③
作
業
製
品
の
販
売
学
習
…
午

後
１
時
15
分
～
３
時

▼
２
月
16
日（
土
）

①
作
品
展
示
の
部
…
午
前
９
時
15

分
～
午
後
３
時
②
ス
テ
ー
ジ
発
表

の
部
…
午
前
10
時
～
11
時
25
分

（
桐
生
特
別
支
援
学
校
の
み
）③
作

業
製
品
の
販
売
学
習
…
午
前
11
時

35
分
～
午
後
１
時
30
分

　

市
民
文
化
会
館
臨
時
休
館

　
２
月
13
日（
水
）は
、
法
定
点
検

の
た
め
臨
時
休
館
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
市
民
文
化
会
館

（
☎
40
１
５
０
０
）

　

勤
労
者
生
活
資
金
を
ご
利
用

　

く
だ
さ
い

　
同
一
事
業
所
に
１
年
以
上
継
続

し
て
勤
務
し
、
市
内
に
１
年
以
上

居
住
す
る
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な

い
勤
労
者
の
う
ち
、
次
の
資
金
使

途
に
関
す
る
資
金
を
必
要
と
す
る

人
が
対
象
で
す
。
詳
し
く
は「
勤

労
者
向
け
制
度
融
資
の
ご
案
内
」

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

資
金
使
途
＝
①
医
療
・
分
べ
ん
費

②
修
学
・
資
格
取
得
費
※
教
育
ロ

ー
ン
を
含
む
③
育
児
休
業
・
介
護

休
業
に
伴
う
生
活
資
金
④
冠
婚
葬

祭
費
⑤
生
活
耐
久
消
費
財
購
入
費

※
自
動
車
の
購
入
を
含
む
⑥
交
通

事
故
処
理
費
⑦
災
害
復
旧
費
⑧
住

宅
小
修
繕

限
度
額
＝
２
０
０
万
円

年
利
＝
①
～
③
…
１
・
８
パ
ー
セ

ン
ト
以
内
、
④
～
⑧
…
２
パ
ー
セ

ン
ト
以
内

融
資
期
間
＝
①
～
③
…
７
年
以
内

（
据
置
１
年
以
内
可
）、
④
～
⑧
…

６
年
以
内

返
済
方
法
＝
分
割
返
済

申
し
込
み
＝
市
内
と
み
ど
り
市
大

間
々
町
な
ど
の
金
融
機
関（
横
浜

銀
行
と
農
業
協
同
組
合
、
ゆ
う
ち

ょ
銀
行
を
除
く
）へ
。

問
い
合
わ
せ
＝
取
り
扱
い
金
融
機

関
、産
業
政
策
課（
☎
内
線
５
８
３
）

　

乙
種
４
種
危
険
物
取
扱
者
試
験

期
日
＝
３
月
24
日（
日
）

時
間
＝
午
前
９
時
～
11
時

場
所
＝
高
崎
工
業
高
校

費
用
＝
４
５
０
０
円

申
し
込
み
＝
２
月
12
日（
火
）か

ら
22
日（
金
）ま
で
に
、
直
接（
土
、

日
曜
日
を
除
く
）ま
た
は
郵
送（
消

印
有
効
）で
一
般
財
団
法
人
消
防

試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
群
馬
県
支
部

へ
。
２
月
９
日（
土
）か
ら
19
日

（
火
）ま
で
は
、
同
セ
ン
タ
ー
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込
む
こ
と

も
で
き
ま
す
。
試
験
案
内
、
願
書

は
消
防
本
部
、
消
防
署
、
各
分
署

に
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
消
防
本
部
予
防
課

（
☎
47
１
７
０
３
）

募
集

　

水
曜
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト

　

出
演
者
募
集

　
演
奏
な
ど
の
舞
台
発
表
で
す
。

期
日
＝
６
月
15
日（
土
）

対
象
＝
小
・
中
学
生
、
高
校
生

募
集
数
＝
ソ
ロ
を
含
め
４
組
程
度

費
用
＝
５
０
０
円

申
し
込
み
＝
３
月
８
日（
金
）ま
で

に
、
直
接
中
央
公
民
館（
☎
47
４

３
４
３
）へ
。

　県内でも患者の報告が増えています。
　風しんは咳やくしゃみなどによる飛

ひ ま つ

沫
感染が主な感染経路です。また、ウイル
スが付着した手で口や鼻に触れることに
よる接触感染もあります。感染して２週
間から３週間の潜伏期間の後、発熱、発
疹、リンパ節の腫れなどの症状が現れま
す。妊娠初期の女性が感染すると、生ま
れてくる赤ちゃんに難聴や白内障、心疾
患などの「先天性風しん症候群」発症の
おそれが強まります。感染を防ぐため、
予防接種を受けるなどの対策を心掛けま
しょう。
▼風しんの予防接種費用の一部助成
対象＝次のいずれかに該当する人
①妊娠を予定または希望する女性とその
夫など②妊娠中の女性の夫など
問い合わせ＝健康づくり課（☎47‐1152）

風しんが流行しています
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広
告

　

新
里
町
農
産
物
等
直
売
所

　

組
合
員
募
集

　
野
菜
や
花
、
工
芸
品
な
ど
を
販

売
す
る
出
荷
者
を
募
集
し
ま
す
。

費
用
＝
年
間
５
０
０
０
円

申
し
込
み
＝
２
月
24
日（
日
）ま
で

の
土
、
日
、
祝
日（
午
前
９
時
～

午
後
４
時
）に
、
費
用
を
添
え
て

直
接
新
里
町
農
産
物
等
直
売
所

（
☎
74
４
１
０
０
）へ
。

　

新
里
ふ
れ
あ
い
農
園

　

利
用
者
募
集

利
用
期
間
＝
４
月
１
日
～
平
成
32

年
３
月
20
日

場
所
＝
新
里
町
新
川
１
７
３
３

対
象
＝
市
内
に
居
住
し
、
農
業
に

従
事
し
て
な
い
人
※
要
件
あ
り

募
集
数
＝
17
区
画（
抽
せ
ん
）※
１

世
帯
１
区
画

面
積
＝
60
平
方
メ
ー
ト
ル（
18
坪
）

費
用
＝
年
間
５
０
０
０
円

申
し
込
み
＝
3
月
22
日（
金
）ま
で

に
、
申
込
書
を
持
参
の
う
え
、
直

接
新
里
支
所
地
域
振
興
整
備
課

（
☎
74
２
２
１
７
）へ
。
申
込
用
紙

は
同
課
の
ほ
か
、農
業
振
興
課（
市

役
所
３
階
）に
あ
り
ま
す
。

　

工
場
ア
パ
ー
ト
入
居
者
募
集

　
中
小
企
業
の
作
業
環
境
の
改
善

や
経
営
基
盤
の
強
化
な
ど
を
目
的

と
し
た
賃
貸
型
の
工
場
用
施
設
で

す
。

場
所
＝
相
生
町
四
丁
目

募
集
数
＝
２
区
画（
40
坪
、
30
坪
。

抽
せ
ん
）

費
用
＝
40
坪
…
月
額
10
万
２
８
６

０
円
、
30
坪
…
月
額
７
万
７
１
４
０

円申
し
込
み
＝
２
月
22
日（
金
）ま
で

に
、
直
接
産
業
政
策
課（
市
役
所

３
階
、
☎
内
線
５
６
４
）へ
。

　

桐
生
え
き
な
か
市

　

出
展
者
募
集

　
物
産
品
出
展
者
を
募
集
し
ま
す
。

期
日
＝
原
則
毎
週
日
曜
日

時
間
＝
午
前
９
時
～
正
午

対
象
＝
市
内
、
桐
生
市
周
辺
で
、

農
産
物
、
食
品
、
民
工
芸
品
な
ど

の
物
産
品
を
自
社
で
生
産
ま
た
は

取
り
扱
う
団
体
や
法
人
、
授
産
施

設
、
福
祉
作
業
関
係
の
団
体
や
法

人
な
ど

申
し
込
み
＝
出
展
申
込
書
を
直
接

観
光
交
流
課（
市
役
所
３
階
、
☎

内
線
５
６
６
）ま
た
は
市
民
活
動

推
進
セ
ン
タ
ー
「
ゆ
い
」（
☎
47

４
０
６
６
）へ
。
申
込
用
紙
は
申

込
場
所
に
あ
り
ま
す
。

講
座

　

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
を
楽
し
も
う

　
自
分
の
お
気
に
入
り
の
本
を
持

ち
寄
っ
て
紹
介
し
、
読
み
た
く
な

っ
た
本
を
投
票
で
選
ぶ
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
で
す
。
講
師

の
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
普
及
委
員
会

関
東
地
区
代
表
瀨せ

べ部
貴
行
さ
ん
に

よ
る
公
式
ル
ー
ル
な
ど
の
説
明
後
、

実
際
に
体
験
し
ま
す
。

期
日
＝
3
月
2
日（
土
）

時
間
＝
午
後
２
時
～
４
時

場
所
＝
中
央
公
民
館
４
０
３
号
室

募
集
人
数
＝
80
人（
先
着
順
）

申
し
込
み
＝
２
月
７
日（
木
）か
ら
、

直
接
ま
た
は
電
話
で
図
書
館（
☎

47
４
３
４
１
）へ
。

　

中
央
公
民
館
料
理
講
座

　
「
感
謝
を
込
め
た
料
理
教
室
」

期
日
＝
３
月
９
日（
土
）

時
間
＝
午
後
７
時
～
９
時

場
所
＝
中
央
公
民
館
調
理
室

対
象
＝
市
内
に
居
住
ま
た
は
勤

務
・
通
学
す
る
人

募
集
人
数
＝
15
人（
先
着
順
）

持
ち
物
＝
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

費
用
＝
１
０
０
０
円

申
し
込
み
＝
２
月
７
日（
木
）午
前

９
時
か
ら
、
費
用
を
添
え
て
直
接

中
央
公
民
館（
☎
47
４
３
４
３
）へ
。

　

樹
木
剪せ

ん

定
教
室

　
暖
か
い
服
装
で
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

期
日
＝
２
月
17
日（
日
）※
雨
天
中
止

時
間
＝
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分 

場
所
＝
南
公
園

募
集
人
数
＝
20
人（
先
着
順
）

持
ち
物
＝
手
袋（
軍
手
な
ど
）、
剪

定
ば
さ
み
・
小
型
の
こ
ぎ
り

申
し
込
み
＝
２
月
７
日（
木
）か
ら

16
日（
土
）ま
で
に
、
電
話（
午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時
）で
南
公

園（
☎
52
３
４
５
６
）へ
。

　意見提出手続（パブリック・コメント）

●案件名＝持続可能な開発目標（S
エスディージーズ

DGｓ）を
桐生市のまちづくりに生かす条例（案）
●募集期間＝２月12日（火）まで
●担当課＝議事課（☎内線814）

●案件名＝桐生市庁舎整備基本方針（案）
●募集期間＝2月20日（水）まで
●担当課＝総務課（☎内線533）

●案件名＝桐生市行政改革方針（案）及び桐生
市行政改革方針実施計画（案）
●募集期間＝2月20日（水）まで
●担当課＝総務課（☎内線558）

※案は、担当課、広報課、新里・黒保根支所、
市ホームページにあります。
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募
集

お
知
ら
せ

講
座
・
講
演

ス
ポ
ー
ツ

催
し

講
座
・
講
演

ス
ポ
ー
ツ

広
告

桐生市役所　　☎0277‐46‐1111

　

群
馬
県
立
女
子
大
学
出
前
講
座

　
「
英
語
で
楽
し
む
ビ
ー
ト
ル
ズ
」

期
日
＝
２
月
21
日（
木
）

時
間
＝
午
後
７
時
～
８
時
30
分

場
所
＝
南
公
民
館

対
象
＝
市
内
に
居
住
す
る
人
と
桐

生
市
国
際
交
流
協
会
会
員
※
高
校

生
以
上

募
集
人
数
＝
20
人（
先
着
順
）

申
し
込
み
＝
２
月
７
日（
木
）か
ら
、

電
話
で
桐
生
市
国
際
交
流
協
会

（
☎
内
線
５
３
７
）へ
。
協
会
員
は

２
月
６
日（
水
）か
ら
10
人
ま
で
先

行
受
け
付
け
。
一
度
の
申
し
込
み

は
２
人
ま
で
。

　

自
然
観
察
の
森
行
事

　
②
は
申
し
込
み
不
要
で
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
電
話

で
自
然
観
察
の
森（
☎
65
６
９
０

１
）へ
。
※
火
曜
日
、
２
月
13
日

（
水
）は
休
園

①
冬
の
こ
ど
も
自
然
教
室

期
日
＝
２
月
16
日（
土
）

時
間
＝
午
後
１
時
～
３
時

集
合
場
所
＝
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

募
集
人
数
＝
小
学
生
30
人（
先
着
順
）

申
込
開
始
＝
２
月
７
日（
木
）か
ら

②
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
楽
し

も
う「
鳥
を
楽
し
む
」

期
日
＝
２
月
17
日（
日
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
正
午

集
合
場
所
＝
自
然
観
察
の
森
駐
車

場
　

男
女
共
同
参
画
時
代
の

　

孫
育
て
講
座
（
入
門
編
）

　
現
代
の
子
育
て
事
情
や
孫
、
子

ど
も
と
の
上
手
な
付
き
合
い
方
に

つ
い
て
学
び
ま
す
。

期
日
＝
２
月
22
日（
金
）

時
間
＝
午
後
１
時
～
２
時
30
分

場
所
＝
保
健
福
祉
会
館（
末
広
町
）

対
象
＝
こ
れ
か
ら
孫
が
生
ま
れ
る

予
定
の
人
、
孫（
１
歳
未
満
）が
い

る
人

募
集
人
数
＝
30
人（
先
着
順
）

申
し
込
み
＝
２
月
７
日（
木
）か
ら
、

電
話
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル
で
市
民
生
活
課（
☎
内
線

３
１
７
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
48
９

０
０
９
、shim

inseikatsu@
city.kiryu.lg.jp

）へ
。
※
フ
ァ

ク
シ
ミ
リ
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合

①
氏
名
②
住
所
③
電
話
番
号
を

記
入

　

自
殺
対
策
講
演
会

　
「
大
切
な『
い
の
ち
』を
守
る
た

め
に　
寄
り
添
う
あ
な
た
に
で
き

る
こ
と
～
思
春
期
の
子
ど
も
と
の

向
き
合
い
方
～
」と
題
し
た
、
臨

床
発
達
心
理
士
奥
山
美
穂
子
さ
ん

に
よ
る
講
話
で
す
。

期
日
＝
３
月
２
日（
土
）

時
間
＝
午
後
１
時
30
分
～
３
時

場
所
＝
保
健
福
祉
会
館

対
象
＝
学
校
関
係
者
、
市
内
に
居

住
す
る
保
護
者
な
ど

募
集
人
数
＝
50
人（
先
着
順
）

申
し
込
み
＝
２
月
７
日（
木
）

か
ら
22
日（
金
）ま
で
に
、
電

話
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル
で
福
祉
課（
☎
内
線
２
６

６
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
43
０
２
９
４
、

fukushi@
city.kiryu.lg.jp

）へ
。

※
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
Ｅ
メ
ー
ル
の

場
合
①
氏
名
②
住
所
③
電
話
番
号

を
記
入
。
手
話
通
訳
、
要
約
筆
記

が
必
要
な
人
は
、
申
し
込
み
時
に

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
講
座

申
し
込
み
＝
電
話
で
職
業
訓
練
セ

ン
タ
ー(

☎
54
２
１
０
１)

へ
。
※

土
、
日
、
祝
日
を
除
く

▼
就
職
準
備
！
パ
ソ
コ
ン
必
須
ス

キ
ル
講
座

期
日
＝
３
月
11
日（
月
）
～
15
日

（
金
）

時
間
＝
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

募
集
人
数
＝
20
人（
抽
せ
ん
）

費
用
＝
３
１
８
０
円

申
込
締
切
＝
２
月
27
日（
水
）

▼
桐
生
地
区
新
入
社
員
研
修
会

期
日
＝
３
月
20
日（
水
）

時
間
＝
午
前
８
時
50
分
～
午
後
４

時
30
分

対
象
＝
市
内
の
事
業
所
の
新
入
社

員（
予
定
者
を
含
む
）、
入
社
１
・

２
年
目
の
人

募
集
人
数
＝
60
人（
先
着
順
）

申
込
期
間
＝
２
月
12
日（
火
）
～

３
月
１
日（
金
）

　介護保険制度や高齢者の特徴、
生活援助に関する基礎知識などを
学びます。
　桐生市訪問型サービスＡは生活
援助に特化したホームヘルプサー
ビスで、市内７事業所で提供して
います。
　受講後はサービスが提供できる
ようになります。また、家族や自
分自身のために学びたい人も参加
できます。
期日＝３月11日（月）・13日（水）
時間＝午前９時30分～午後４時
30分
場所＝市民文化会館第２会議研修
室
対象＝訪問型サービスＡ従事希望
者または訪問型サービスＡを学び
たい人※訪問介護従事者の有資格
者は対象外
募集人数＝20人（先着順）
申し込み＝２月７日（木）から28日

（木）までに、直接または電話で長
寿支援課（☎内線５８７）へ。

訪問型サービスＡを
学びましょう
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デ
ジ
カ
メ
写
真
教
室

期
日
＝
３
月
３
日（
日
）※
雨
天
中

止（
小
雨
の
場
合
は
開
催
）

時
間
＝
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

場
所
＝
南
公
園
内
梅
林
な
ど

募
集
人
数
＝
20
人（
先
着
順
）

費
用
＝
２
０
０
円

持
ち
物
＝
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
パ
ク
ト

カ
メ
ラ
ま
た
は
一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ

※
持
っ
て
い
る
人
は
三
脚

申
し
込
み
＝
２
月
７
日（
木
）か
ら
、

電
話（
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
）で
南
公
園（
☎
52
３
４
５
６
）へ
。

催
し

　

２
月
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

期
日
＝
２
月
９
日（
土
）・
23
日

（
土
）・
24
日（
日
）

時
間
＝
午
後
２
時
～
２
時
40
分

場
所
＝
図
書
館
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

室募
集
人
数
＝
50
人（
先
着
順
）

申
し
込
み
＝
当
日
、
午
前
９
時
か

ら
入
場
券
を
図
書
館（
☎
47
４
３

４
１
）１
階
カ
ウ
ン
タ
ー
で
配
布

　

桐
生
か
ら
く
り
人
形
芝
居

期
日
＝
３
月
２
日（
土
）・
16
日

（
土
）

時
間
＝
午
前
10
時
30
分
～
午
後
３

時
※
１
日
５
回
上
演

場
所
＝
有
鄰
館
内
桐
生
か
ら
く
り

人
形
芝
居
館

問
い
合
わ
せ
＝
観
光
交
流
課（
☎

内
線
５
６
６
）

　

桐
生
が
岡
遊
園
地
の
催
し

場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
桐
生
が
岡

遊
園
地（
☎
22
７
５
８
０
）

▼
バ
レ
ン
タ
イ
ン
企
画
ぐ
ん
ま
ち

ゃ
ん
と
じ
ゃ
ん
け
ん
ポ
ン
！

　
じ
ゃ
ん
け
ん
で
勝
っ
た
子
ど
も

に
は
ミ
ニ
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
、
負
け

た
子
ど
も
に
は
駄
菓
子
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す
。

期
日
＝
２
月
９
日（
土
）・
10
日

（
日
）・
11
日（
祝
）※
雨
天
中
止

時
間
＝
①
午
前
10
時
か
ら
②
午
後

１
時
30
分
か
ら

募
集
人
数
＝
小
学
生
以
下
の
子
ど

も
各
回
50
人（
先
着
順
）

▼
ワ
ン
太
＆
と
ら
の
す
け
が
や
っ

て
く
る
！

　
小
学
生
以
下
の
子
ど
も
に
駄
菓

子
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

期
日
＝
２
月
16
日（
土
）、
17
日

（
日
）※
雨
天
中
止

時
間
＝
①
午
前
10
時
か
ら
②
午
後

２
時
か
ら

募
集
人
数
＝
各
回
50
人（
先
着
順
）

▼
大
道
芸
人
た
け
ち
ゃ
ん
の
大
道

芸
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

　
デ
ビ
ル
ボ
ッ
ク
ス
と
シ
ガ
ー
ボ

ッ
ク
ス
の
体
験
を
し
ま
す
。
た
け

ち
ゃ
ん
本
人
に
よ
る
実
演
も
あ
り

ま
す
。

期
日
＝
２
月
24
日（
日
）※
雨
天
中
止

時
間
＝
体
験
…
①
午
前
10
時
か
ら

②
午
前
10
時
30
分
か
ら
③
午
後
２

時
か
ら
④
午
後
２
時
30
分
か
ら
、

実
演
…
①
午
前
11
時
30
分
か
ら
②

午
後
１
時
か
ら

募
集
人
数
＝
体
験
…
各
回
10
人

（
先
着
順
）※
５
歳
未
満
は
不
可

申
し
込
み
＝
２
月
８
日（
金
）か
ら
、

直
接
ま
た
は
電
話
で
桐
生
が
岡
遊

園
地（
☎
22
７
５
８
０
）へ
。

▼
ひ
な
祭
り
・
甘
酒
サ
ー
ビ
ス　

　
米
麹こ
う
じノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
甘
酒
を

配
布
し
ま
す
。

期
日
＝
３
月
２
日（
土
）・
３
日

（
日
）※
雨
天
の
場
合
は
、
３
月
９

日（
土
）に
延
期

時
間
＝
午
前
９
時
30
分
か
ら

募
集
人
数
＝
各
回
１
０
０
人（
先

着
順
）

　

市
民
文
化
会
館
の
催
し

場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
市
民
文
化

会
館（
☎
22
９
９
９
９
）

▼
ア
ト
リ
ウ
ム
コ
ン
サ
ー
ト

「
ザ
・
カ
ク
テ
ル
ズ
～
ス
プ
リ
ン

グ
コ
ン
サ
ー
ト
～
」

期
日
＝
３
月
６
日（
水
）

時
間
＝
正
午
～
午
後
１
時

▼
群
馬
交
響
楽
団
ク
ラ
シ
ッ
ク
・

ス
ペ
シ
ャ
ル「
運
命
と
ド
ヴ
ォ
コ
ン
」

期
日
＝
３
月
24
日（
日
）

時
間
＝
午
後
３
時
開
演

費
用
＝
全

席
指
定
３

０
０
０
円
、

高
校
生
以

下
１
０
０

０
円
※
未

就
学
児
は

入
場
不
可
。

託
児（
未

就
学
児
１

人
に
つ
き
３
０
０
円
）を
希
望
す

る
人
は
３
月
15
日（
金
）ま
で
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

南
公
園
野
鳥
観
察
会

期
日
＝
２
月
24
日（
日
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
11
時
30
分
※

午
前
９
時
40
分
か
ら
受
け
付
け

場
所
＝
南
公
園

持
ち
物
＝
双
眼
鏡
※
持
っ
て
い
る

人
の
み

問
い
合
わ
せ
＝
南
公
園（
☎
52
３

４
５
６
）

　

吾
妻
公
園「
冬
の
森
に

　

鳥
た
ち
を
見
に
行
こ
う
」

　
自
然
観
察
の
森
レ
ン
ジ
ャ
ー
が

説
明
し
ま
す
。

期
日
＝
２
月
16
日（
土
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
正
午
※
午
前

９
時
30
分
か
ら
吾
妻
公
園
駐
車
場

で
受
け
付
け

場
所
＝
吾
妻
公
園
、
水
道
山
公
園

問
い
合
わ
せ
＝
吾
妻
公
園（
☎
22

８
６
３
６
）

　

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
「
き
り
ゅ
う
音
楽
畑
２
０
１
９
」

期
日
＝
３
月
10
日（
日
）

時
間
＝
午
後
１
時
開
演
※
午
後
０

時
30
分
開
場

場
所
＝
中
央
公
民
館
市
民
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ
＝
青
年
の
家（
☎
47

２
１
８
６
）

　

桐
生
え
き
な
か
市

期
日
＝
毎
週
日
曜
日

時
間
＝
午
前
９
時
～
11
時
30
分
頃

※
売
り
切
れ
次
第
終
了

場
所
＝
Ｊ
Ｒ
桐
生
駅
南
口

問
い
合
わ
せ
＝
観
光
交
流
課（
☎

内
線
５
６
６
）

期日＝３月２日から23日までの
毎週土曜日
時間＝午前10時～正午
場所＝ＫＲゴルフセンター
対象＝市内に居住または勤務する
18歳以上の人※高校生を除く
募集人数＝30人（先着順）
費用＝4,500円
持ち物＝運動着、運
動靴、ゴルフ用手袋、
※持っている人はゴ
ルフクラブ
申し込み＝２月８日
（金）から、電話で
市民体育館（☎54
‐5705）へ。

初心者ゴルフ教室

高
たかせき

関　健
けん

北
きたむら

村　陽
よう
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募
集

お
知
ら
せ

講
座
・
講
演

ス
ポ
ー
ツ

桐生市役所　　☎0277‐46‐1111

 各 種 相 談 案 内
相談・内容 期日・時間 場所 問い合わせ

市民相談
（日常生活全般の相談）

月～金曜日（祝日を除く）
午前９時～午後４時 市民相談室（市役所２階） 市民相談室（☎内線355・503）

※電話での相談にも応じます。

無料法律相談
（弁護士による相談）

2月7日・14日・21日・28日、3月7日の
各木曜日
午前10時～正午

市民相談室（市役所2階） 市民相談室（☎内線355・503）

※要予約。2週間前から市民相談室（☎内線355・503）で、午前9時から午後4時まで先着順に
受け付けます。相談人数は1日当たり7人です。桐生市に居住している人が対象です。

人権相談
（人権侵害や差別などに
   関する相談）
行政相談
（国などの仕事への要望・
   苦情）

2月12日（火）・26日（火）
午後1時30分～3時30分 市民相談室（市役所2階） 市民相談室（☎内線355・503）

※12日・26日の人権相談は女性相談員が対応できます。希望者は、お申し出ください。

2月1日（金）、3月1日（金）
午前9時30分～11時30分 新里総合センター（3階） 新里支所市民生活課

（☎74‐2212）

2月20日(水）
午前9時～11時 黒保根支所（2階） 黒保根支所市民生活課

（☎96‐2111）

消費生活相談
（消費生活の苦情や相談）

月～金曜日（祝日を除く）
午前9時～午後4時

桐生市消費生活センター
（保健福祉会館４階）

桐生市消費生活センター
（☎40‐1112）

労働相談
（職場のトラブルに関する相談）

2月15日、3月1日の各金曜日
午前9時～正午 市民相談室（市役所２階） 産業政策課（☎内線564）

子育て相談
（子育て相談に関すること）
児童虐待通報
（児童虐待と思ったら）

月～金曜日（祝日を除く）
午前８時30分～午後５時15分 保健福祉会館（末広町）３階 子育て支援課子育て相談係

（☎43‐2000）

24時間対応 群馬県東部児童相談所（☎0276‐31‐3721）
児童相談所全国共通ダイヤル（☎189「いち・はや・く」）

福祉、介護、教育、育児などの相談には、それぞれの担当課で応じています。
土、日、祝日は、群馬県東部児童相談所を除き、各相談業務、予約の受け付けとも行っていません。

催
し

　
「
蔵
が
魅
せ
る
」
パ
ー
ト　

　
今
年
度
有
鄰
館
で
開
催
し
た
イ

ベ
ン
ト
の
記
録
写
真
を
展
示
し
ま

す
。　

期
日
＝
２
月
26
日（
火
）ま
で

時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
５
時

場
所
＝
有
鄰
館
塩
蔵

問
い
合
わ
せ
＝
有
鄰
館（
☎
46
４

１
４
４
）

関
連
団
体
か
ら
の

お
知
ら
せ

サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ
in
桐
生

「
糖
の
サ
イ
エ
ン
ス　

甘
い
だ
け

が
糖
じ
ゃ
な
い
！
」

　
群
馬
大
学
松
尾
一
郎
教
授
に
よ

る
講
話
で
す
。

期
日
＝
２
月
９
日（
土
）

時
間
＝
午
後
３
時
～
４
時
30
分

場
所
＝
プ
ラ
ス
ア
ン
カ
ー
（
本
町

六
丁
目
）

費
用
＝
１
０
０
０
円（
飲
物
代
含

む
）

申
し
込
み
＝
電
話
で
プ
ラ
ス
ア
ン

カ
ー
（
☎
０
８
０
‐
１
１
５
２
‐

０
０
８
３
）ま
た
は
群
馬
大
学
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ（http://koukai-

kouza.opric.gunm
a-u.

ac.jp/cgi/prg/koukai.cgi

）

へ
。

２
・
３
月
の
桐
っ
こ
市

期
日
＝
毎
週
土
曜
日

時
間
＝
午
前
９
時
～
11
時

場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
桐
生
地
方

卸
売
市
場（
☎
46
６
２
８
２
）

大
川
美
術
館

「
松
本
竣
介　

読
書
の
時
間
」

期
間
＝
３
月
24
日（
日
）ま
で
※

月
曜
日
休
館（
月
曜
日
が
祝
日
の

場
合
は
開
館
、
翌
日
の
火
曜
日

休
館
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
５
時

費
用
＝
一
般
１
０
０
０
円
、
高

校
・
大
学
生
６
０
０
円
、
小
・
中

学
生
３
０
０
円
※
中
学
生
以
下
を

同
伴
す
る
保
護
者
は
２
人
ま
で
半

額
。
20
人
以
上
の
団
体
は
２
割
引

問
い
合
わ
せ
＝
大
川
美
術
館（
☎

46
３
３
０
０
）

桐
生
高
等
技
能
専
門
校

平
成
31
年
度
入
校
生
募
集

訓
練
科
・
訓
練
期
間
＝
木
造
建
築

科
…
３
年
、
建
築
製
図
科
…
１
年

期
日
＝
毎
週
火
曜
日（
年
45
日
間
）

時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後
６
時

場
所
＝
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

対
象
＝
建
築
関
係
事
業
所
従
業
員

※
予
定
者
を
含
む

募
集
人
数
＝
木
造
建
築
科
…
10
人
、

建
築
製
図
科
…
５
人

問
い
合
わ
せ
＝
桐
生
職
業
訓
練
協

会（
☎
54
２
１
０
１
）

両
立
支
援
等
助
成
金

（
再
雇
用
者
評
価
処
遇
コ
ー
ス
）

　
育
児
や
介
護
な
ど
に
よ
り
退
職

し
た
人
を
再
雇
用
し
た
事
業
主
に

助
成
金
を
支
給
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
群
馬
労
働
局
雇
用

環
境
・
均
等
室（
☎
０
２
７
‐
８

９
６
‐
４
７
３
９
）
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ナビゲーション子育て ナビゲーション

乳幼児の健康診査など 問い合わせ＝健康づくり課（☎47‐1152）、新里保健センター（☎74‐5550）　
　　　

行事 期日 受付時間 対象・内容

保健福祉
会館

（末広町）

３か月児健康診査 ３/13（水） 13:15 ～ 13:45 平成30年10月14日～11月13日生まれ

７か月児健康診査
ステップアップ！離乳食
絵本を配布（ブックスタート事業）

３/19（火） 13:15 ～ 13:45 平成 30 年６月 24 日～７月 19 日生まれ

１歳児かみかみ教室 ３/４（月） ９:30 ～ 10:00 平成 30 年３月生まれ
１歳６か月児健康診査 ３/11（月） 13:15 ～ 13:45 平成 29 年８月１日～８月 31 日生まれ
２歳児歯科健康診査 ３/5（火） 13:15 ～ 13:45 平成 28 年９月３日～９月 30 日生まれ

３歳児健康診査 ３/15（金） 13:15 ～ 13:45 平成 27 年８月 29 日～９月 30 日生まれ

育児相談 ３/22（金） 13:30 ～ 14:00 小学校入学前のお子さんと保護者

すこやか相談 ３/４（月） ８:30 ～ 17:00 妊婦または子育て中の人（申し込みが必要）

もぐもぐ離乳食 ３/12（火） ９:30 ～９:45 生後およそ 5、6 か月のお子さんと保護者 
申し込みが必要で、参加費 100 円です。

新里町
保健文化
センター

３か月・７か月児健康診査
ステップアップ！離乳食
7 か月児に絵本を配布（ブックスタート事業）

３/14（木） 13:15 ～ 13:45 平成30年11月15日～12月24日生まれ（3か月）
平成 30 年７月 20 日～８月 31 日生まれ（7 か月）

２歳児歯科健康診査 ３/8（金） 13:15 ～ 13:45 平成 28 年８月15日～ 10 月31日生まれ
育児相談 ３/18（月） 13:30 ～ 14:00 小学校入学前のお子さんと保護者

　妊娠中の生活、出産、育児について学びます。
場所＝保健福祉会館（末広町）
対象＝５・６月出産予定の妊婦と夫
募集人数＝20組（先着順）
持ち物＝母子健康手帳、筆記用具
申し込み＝各回の１週間前までに、電話で健康づくり
課（☎47‐1152）へ。
▼第１回…お産の経過を知ろう、産後の生活と母乳育
児、希望者への助産師相談
期日＝３月１日（金）
時間＝午後１時15分～４時※午後１時から受け付け
▼第２回…「妊娠をきっかけに見直そう！食生活」と
題した講話、調理実習、歯科講話、歯科診察など
期日＝３月６日（水）
時間＝午前10時～３時※午
前９時45分から受け付け
費用＝１人400円　
▼第３回…赤ちゃんのおふ
ろ、パパの妊婦体験、妊婦
体操、ＤＶＤ鑑賞など
期日＝３月９日（土）
時間＝午前10時15分～午
後０時30分※午前10時か
ら受け付け

ママ＆パパ教室
母
子
・
父
子
家
庭
の

就
労
支
援

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
母
ま
た
は
父

が
自
立
す
る
た
め
の
就
労
支
援
を

し
ま
す
。
い
ず
れ
も
受
講
前
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
子
育
て
支
援
課

（
☎
内
線
３
０
８
）

▼
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
母
ま
た
は
父

が
資
格
取
得
の
た
め
、
養
成
機
関

（
専
門
学
校
な
ど
）
に
お
い
て
１

年
以
上
の
修
業
期
間
を
必
要
と
す

る
と
き
に
支
給
し
ま
す
。
※
給
付

要
件
あ
り

対
象
と
な
る
資
格
＝
看
護
師
、
准

看
護
師
、
保
育
士
、
介
護
福
祉
士
、

理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
、
社

会
福
祉
士
、
歯
科
衛
生
士
、
美
容

師
、
製
菓
衛
生
師
、
調
理
師
な
ど

▼
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金

　
職
業
能
力
を
高
め
る
た
め
に
資

格
取
得
を
目
指
す
ひ
と
り
親
家
庭

の
母
ま
た
は
父
が
、
指
定
さ
れ
た

教
育
訓
練
講
座
を
受
講
し
た
と
き

に
支
給
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
講
座
＝
介
護
職
員
初

任
者
研
修
、
医
療
事
務
な
ど

支
給
額
＝
学
校
な
ど
に
納
入
し
た

入
学
料
、
受
講
料
の
６
割
相
当
額

▼
ひ
と
り
親
家
庭
高
等
学
校
卒
業

程
度
認
定
試
験
合
格
支
援

　
高
校
を
卒
業
し
て
い
な
い
ひ
と

り
親
家
庭
の
母
、
父
お
よ
び
そ
の

子
ど
も
が
高
卒
認
定
試
験
合
格
の

た
め
の
講
座
を
受
講
し
、
こ
れ
を

修
了
お
よ
び
合
格
（
講
座
修
了
後

２
年
以
内
に
全
科
目
合
格
し
た
人

が
対
象
）
し
た
と
き
に
支
給
し
ま

す
。

支
給
額
＝
受
講
修
了
時
給
付
金
…

受
講
料
の
２
割
相
当
額
※
上
限

10
万
円
、
合
格
時
給
付
金
…
受
講

料
の
４
割
相
当
額
※
受
講
修
了
時

給
付
金
と
併
せ
て
上
限
15
万
円



桐生市役所　　☎0277‐46‐111121

パチリいい顔

桐生っ子

１歳おめでとう！！
元気に大きくなってね♪

　稲
い な ぎ

木  葵
あおい

ちゃん
１歳１か月

（広沢町六丁目）
元気にのびのび育ってね。

　小
こ せ き

関  悠
はるか

ちゃん
３歳５か月

（相生町一丁目）

　田
た じ ま

嶋  紬
つむぎ

ちゃん
７か月

（新里町小林）

　市内に居住する３歳まで（申し込み時）の桐生っ子を募集します。
申し込み ＝ Ｅメール （koho@city.kiryu.lg.jp）にお子さんの氏名（フリガナ）、
生年月日、住所、保護者氏名、電話番号とお子さんへのメッセージ（40 文字以内）
を記入し、お子さんの画像データを添付のうえ、広報課（☎内線 506）に申し
込んでください。

２
月
の
お
は
な
し
会

　
来
場
し
た
お
子
さ
ん
の
年
齢
に

合
わ
せ
、
絵
本
や
紙
芝
居
な
ど
の

読
み
聞
か
せ
を
行
い
ま
す
。

東
部
児
童
相
談
所
巡
回
相
談

　
療
育
手
帳
の
新
規
取
得
、
更
新

の
判
定
を
行
い
ま
す
。

●
図
書
館
（
☎
47
４
３
４
１
）

期
日
＝
２
月
９
日
（
土
）
・
21
日

（
木
）
・
23
日
（
土
）

時
間
＝
土
曜
日
は
午
前
11
時
か
ら

30
分
程
度
。
木
曜
日
は
午
前
10
時

30
分
か
ら
30
分
程
度

●
新
里
図
書
館（
☎
74
８
０
８
０
）

期
日
＝
２
月
９
日
（
土
）

時
間
＝
午
前
11
時
か
ら
30
分
程
度

期
日
＝
３
月
14
日
（
木
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所
＝
保
健
福
祉
会
館
（
末
広

町
）

申
し
込
み
＝
子
育
て
支
援
課
子
育

て
相
談
係
（
☎
43
２
０
０
０
）
へ
。

子育てぷらす＋

　今回のテーマは、「ゲームとの付
き合い方」です。
　子どもはゲームで遊び始めると、
なかなか終わらせることができないのではないでしょうか。ま
ずはルールを決めて、時間を守る約束をしましょう。タイマー
などを使って、子どもでも約束の時間が分かるようにしておく
と良いでしょう。もし子どもがぐずったとしても、ゲームを取
り上げる覚悟が必要です。
　ゲームとの付き合いは、子どもにとって「けじめ」を学ぶ良
い機会となります。保護者は、家事などの都合に合わせてルー
ルを変更しないように心掛けましょう。
　問い合わせは、子育て支援課子育て相談係（☎43‐2000）
へ。

群馬こども救急相談

☎♯８０００（短縮）

　休日や夜間（翌朝８時まで）に子
どもが急に具合が悪くなったとき、
相談に応じます。

笑顔がいっぱいのつむつむ★
生まれてきてくれてありがとう
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　ウォーキングは、どこでも行える手軽な有酸素
運動です。初めは、毎日1,000歩（約10分）、普
段より多く歩くことを目標にして、慣れてきたら
徐々に歩数を増やしましょう。
　ウォーキングは気軽に行うことができる反面、
正しい動作などへの注意が不足しがちになります。
運動効果を高め、けがを予防するために、次の点
に注意しましょう。なお、体調が優れないときや、
膝や腰の痛みなどのある人は、無理をするのはや
めましょう。

・つま先部分に余裕があり、窮屈でないもの
・かかとはクッション性の高いものの方が、膝な
どへの負担が少ない
・ジョギングシューズなど底に柔軟性のあるもの

元気織りなす桐生 21 ウォーキングのススメ

健康づくり課（☎ 47‐ 1152）、新里保健センター（☎ 74‐ 5550）、黒保根保健センター（☎ 96‐ 2266）

「
元
気
に
動
こ
う
・
歩
こ
う
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
in
桐
生

　
い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
き
い
き

と
生
活
を
楽
し
む
た
め
に
、
桑
原

順
一
健
康
運
動
指
導
士
か
ら
、
運

動
で
き
る
体
づ
く
り
を
学
び
ま
す
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
も
し
ま
す
の
で
、

運
動
し
や
す
い
服
装
・
運
動
靴
で

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

期
日
＝
３
月
８
日
（
金
）

時
間
＝
午
後
２
時
～
４
時

場
所
＝
保
健
福
祉
会
館（
末
広
町
）

対
象
＝
市
内
に
居
住
す
る
人
で
、

運
動
制
限
の
な
い
人

募
集
人
数
＝
50
人
（
先
着
順
）

持
ち
物
＝
飲
み
物
、
汗
ふ
き
タ
オ

ル申
し
込
み
＝
２
月
12
日
（
火
）
か

ら
22
日
（
金
）
ま
で
に
、
電
話
ま

た
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
桐
生
保
健

けんこう塾
　医師による講話です。
期日・内容
①２月14日（木）…万病のも
とにご用心！高血圧の合併症と
その予防法
②３月７日（木）…沈黙の臓器
に耳を傾けて！肝臓病について
学ぼう
時間＝午後２時～３時30分
場所＝保健福祉会館（末広町）
申し込み＝電話で健康づくり課
へ。

　ウォーキングなどの有酸素運動は、脂肪や糖質をエネルギーとして消費し内臓
脂肪を減らすことで、生活習慣病予防に効果があります。また、ストレス解消や
うつ病予防にも有効です。
　仕事などが忙しくまとまった時間を取れない人は、通勤や買い物、家事などの
日常生活で積極的に歩きましょう。
　問い合わせは、健康づくり課へ。

福
祉
事
務
所
（
☎
53
４
１
３
１
、

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
52
１
５
７
２
）
へ
。

※
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
の
場
合
は
「
元

気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
申
し
込
み
」
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電

話
番
号
を
記
載

栄
養
セ
ミ
ナ
ー

　
生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
た
め

に
、
「
血
圧
改
善
！
～
血
管
に
や

さ
し
い
減
塩
の
お
話
～
」
と
題
し

て
、
管
理
栄
養
士
が
食
事
や
栄
養

の
こ
と
を
お
話
し
ま
す
。
減
塩
み

そ
汁
の
試
食
も
で
き
ま
す
。

期
日
＝
２
月
25
日
（
月
）

時
間
＝
午
後
２
時
～
３
時
30
分
※

受
け
付
け
は
午
後
１
時
30
分
か
ら

場
所
＝
保
健
福
祉
会
館（
末
広
町
）

対
象
＝
市
内
に
居
住
す
る
人

申
し
込
み
＝
電
話
で
健
康
づ
く
り

課
へ
。

靴の選び方

・きつくなく、足の指が広げられ、指先にゆとり
を確認する
・かかとをフィットさせるように履き、きちんと

・あごを引き、前方を自然に見るようにして、う
つむかず視線を数10メートル先に保つ
・手のひらを軽く握り、肩の力を抜き、腕は後ろ
へ楽に振るように意識する
・腕を大きく振り、体全体を使って歩く
・つま先で地面を蹴り、かかとから着地する
・身長から100センチメートル引いた長さを歩幅
の目安にし、目安より５センチメートル歩幅を広
げる

ひもを締め、かかとが抜けないか確認する

靴の履き方

効果的なウォーキング

▲

ウォーキングマップを配布しています

　市内のウォーキングコースが増えて新しくなっ
た「桐生市ウォーキングマップ」を配布していま
すのでぜひご活用ください。
配布場所＝健康づくり課（保健福祉会館内）、新
里町保健文化センター、黒保根町保健センター、
各公民館、長寿支援課（市役所１階）、観光交流
課（市役所３階）

広報きりゅう平成31年2月号
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※受診の際は各病医院などに事前にお問い合わせください。休日当番医・接骨院は変更になる場合があります。

救急病院案内テレホン ☎ 22 ‐ 0099（24 時間対応）

休日緊急歯科診療所 ☎ 45 ｰ 1397
期日＝日曜日、祝日、年末年始
時間＝午前 10時～午後 2時 30分
場所＝桐生市歯科医師会館（堤町三丁目３‐２、
　　　赤岩橋堤町側交差点付近）
※受診の際は、事前にご連絡ください。

　２・３月　休日当番医   時間：午前９時～午後６時

期日 診療科目 病医院（電話番号） 場所

2月3日
（日）

小児科 みらいこどもクリニック（47‐8200） みどり市笠懸町

外・内科 細野医院（74‐2300） 新里町新川

眼科 あいおい眼科医院（54‐5350） 相生町二丁目

10日
（日）

内・循・小児科 寺田内科小児科医院（77‐1100）みどり市笠懸町

内科 菊地医院（45‐2883） 琴平町

外・整形外科 こんどう整形外科医院（44‐5066）仲町二丁目

11日
（祝）

内・小児科 須永医院（73‐5811） みどり市大間々町

内科 篠原クリニック（52‐6750） 相生町三丁目

耳鼻咽喉科 日野医院（54‐1820） 広沢町四丁目

17日
（日）

内・小児科 武井内科医院（53‐6060） 広沢町一丁目

内・消・呼・循・小児科 松井内科医院（70‐7610） みどり市笠懸町

整形外科 岩下病院（22‐0151） 本町四丁目

24日
（日）

内・小児科 田中医院（54‐5012） 広沢町二丁目

循・内科 はせがわ循環器内科クリニック（44‐9041）新宿二丁目

婦・内科 島村京子クリニック（55‐6611）相生町一丁目

3月3日
（日）

泌・内・小児科 きたむらクリニック（30‐7577）みどり市大間々町

内科 ふじう医院（54‐3851） 広沢町五丁目

脳・内・整形外科 さくらクリニック（46‐3739） 本町六丁目

２・３月 休日当番接骨院
時間：午前９時～午後３時
※接骨院により時間を延長する場合があります。
期日 接骨院（電話番号） 場所

2月3日
（日）

中里接骨院（52‐6336） 広沢町一丁目
いけだ整骨院（43‐5233）東四丁目

10日
（日）

今井接骨院（43‐1111） 東一丁目
ほしの接骨院（76‐7042）みどり市笠懸町

11日
（祝）

澤接骨院（53‐9966） 相生町一丁目
岩崎接骨院（47‐2204） 東一丁目

17日
（日）

近藤接骨院（72‐1455） みどり市大間 町々
福間接骨院（44‐5100） 東七丁目

24日
（日）

藤倉接骨院（43‐5374） 境野町六丁目
のざわ接骨院（46‐8915）みどり市笠懸町

3月3日
（日）

みのる接骨院（55‐1511）相生町二丁目
ひろさわ接骨院（46‐6633）広沢町六丁目

平日夜間急病診療所 ☎ 47 ｰ 2501
期日＝月～土曜日（祝日を除く）
時間＝午後７時 30分～ 10時 30分
診療科目＝内科、小児科
場所＝桐生メディカルセンター１階（元宿町）

健康づくり課（☎ 47‐ 1152）、新里保健センター（☎ 74‐ 5550）、黒保根保健センター（☎ 96‐ 2266）

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
感
染
症
は
、
突
然

の
発
熱
で
発
症
し
、
せ
き
、

の
ど
の
痛
み
、
頭
痛
な
ど
の

症
状
を
伴
い
ま
す
。

▼
対
策

　
十
分
な
睡
眠
や
栄
養
を
と

る
と
と
も
に
、
で
き
る
だ
け

人
混
み
を
避
け
、
外
出
時
の

マ
ス
ク
の
着
用
や
せ
き
エ
チ

ケ
ッ
ト
、
帰
宅
時
の
手
洗

い
・
う
が
い
な
ど
の
感
染
予

防
対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。

感
染
性
胃
腸
炎

　
感
染
性
胃
腸
炎
は
、
サ
ル

モ
ネ
ラ
、
病
原
性
大
腸
菌
な

ど
の
細
菌
や
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル

ス
、
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の

ウ
イ
ル
ス
、
寄
生
虫
な
ど
が

原
因
と
な
る
感
染
症
で
す
。

　
原
因
と
な
る
病
原
体
に
よ

っ
て
症
状
は
異
な
り
ま
す
が
、

発
熱
、
下
痢
、
腹
痛
、
お
う

吐
な
ど
が
主
症
状
で
す
。

▼
対
策

　
汚
染
さ
れ
た
も
の
に
触
っ

た
場
合
や
食
品
な
ど
を
介
し

て
感
染
す
る
こ
と
が
多
く
、

感
染
の
予
防
に
は
、
手
洗
い

や
食
物
の
十
分
な
加
熱
が
重

要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
健
康
づ
く
り

課

　
人
の
体
の
免
疫
力
は
、
冬

の
厳
し
い
寒
さ
、
外
気
の
乾

燥
、
体
内
の
水
分
量
減
少
な

ど
に
よ
り
低
下
し
ま
す
。
そ

の
た
め
冬
は
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
や
感
染
性
胃
腸
炎
な
ど

に
感
染
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

感
染
が
疑
わ
れ
る
場
合
や
症

状
が
出
た
場
合
は
、
早
め
に

保
険
医
療
機
関
で
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
施
設
内
で
の
集
団

感
染
や
食
中
毒
が
疑
わ
れ
る

場
合
は
、
桐
生
保
健
福
祉
事

務
所
（
☎
53
４
１
３
１
）
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

感
染
症
に
ご
注
意
を

キノピー

桐生市役所　　☎0277‐46‐1111
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桐
生
市
の
教
育

⑪
桐
生
市
立
教
育
研
究
所

　
教
育
研
究
所
で
は
、
市
立
小
・

中
学
校
、
幼
稚
園
の
教
職
員
を
対

象
に
、
専
門
的
な
知
識
・
技
能
の

習
得
、
指
導
力
の
向
上
を
目
指
し
、

多
く
の
研
修
・
講
座
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
教
育
に
関
す
る
相
談
に

つ
い
て
、
関
係
諸
機
関
と
連
携
し

な
が
ら
保
護
者
な
ど
か
ら
の
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
教
育
研
究
所

（
☎
22
６
３
２
７
）
へ
。

教
職
員
を
対
象
に
し
た

研
修
講
座
の
例

　
平
成
32
年
度
か
ら
小
学
校
新
学

習
指
導
要
領
で
必
修
と
な
る
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
考
え
方
を
学

ぶ
た
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
利
活
用
研

修
講
座
「
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
に
よ

る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
ソ
フ
ト
体

験
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
を
活
用
し
、

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
ソ
フ
ト
を
用
い

て
動
き
を
思
考
す
る
体
験
型
の
研

修
会
で
、
参
加
者
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器

の
基
本
的
な
操
作
方
法
や
活
用
の

視
点
、
留
意
点
な
ど
を
実
践
的
に

学
び
ま
し
た
。

　
ま
た
、
長
期
研
修
員
実
践
研
修

講
座
で
は
「
知
識
・
技
能
を
活
用

し
て
、
主
体
的
に
問
題
解
決
に
取

り
組
む
理
科
学
習
」
を
テ
ー
マ
に
、

前
年
度
の
長
期
研
修
員
が
自
作
の

教
材
・
教
具
を
紹
介
し
な
が
ら
研

究
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
理
科
教
育
の
指
導

力
向
上
を
目
指
し
、
大
切
に
し
た

い
理
科
教
育
の
ポ
イ
ン
ト
や
授
業

づ
く
り
の
工
夫
、
研
究
の
進
め
方

な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

教
育
相
談

　
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
午
前
９

時
30
分
か
ら
午
後
４
時
30
分
ま
で
、

電
話
や
来
所
で
の
教
育
相
談
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

　
相
談
は
、
保
護
者
だ
け
で
な
く

児
童
生
徒
本
人
の
相
談
に
も
応
じ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
匿
名
で
も
お

受
け
し
ま
す
。

　
来
所
に
よ
る
相
談
を
希
望
す
る

場
合
は
、
事
前
に
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ

る
相
談
日
も
あ
り
ま
す
。

公
開
講
座

　
毎
年
、
教
育
を
テ
ー
マ
に
教
職

員
だ
け
で
な
く
市
民
も
参
加
で
き

る
公
開
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
11
月
に
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
講
師
と
し
て

「
不
登
校
の
現
状
と
不
登
校
児
童

生
徒
の
支
援
に
関
わ
る
留
意
点
‐

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
（
折
れ
な
い
心
）

を
高
め
る
‐
」
と
題
し
た
公
開
講

座
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
小
さ
な
成
功
体
験
の
積
み
重
ね

や
周
囲
の
励
ま
し
の
大
切
さ
を
学

び
、
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
使
っ
て

参
加
者
自
身
の
心
の
傾
向
の
把
握

な
ど
が
行
わ
れ
好
評
で
し
た
。

国民健康保険税…第８期
２月28日（木）が納期限です
　コンビニエンスストアや銀行などの
ペイジー対応ＡＴＭからも納付可能で
す。口座振替を利用している人は、預
貯金残高のご確認をお願いします。

　１月13日（日）に市民文化会館で
第71回桐生市成人式が開催されまし
た。写真は、実行委員の皆さんです。
　成人式には855人が出席し、華や
かな雰囲気のなか、友人との久しぶり
の再会を喜び合う声があふれていま
した。

人口 112,032人（－171人）

男 53,955人（－118人）

女 58,077人（－ 53人）

世帯 49,867世帯（－73世帯）

（ ）内は前月比

長期研修員実践研修講座
自作教材の紹介

ＩＣＴ機器利活用研修講座
タブレット PC 体験の様子
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